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委
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長

広
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委
員
長

西
山

　貢

西
山

　貢

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
激
減
し
た
剣
道
人
口
も
、
徐
々
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
前
に
戻
る
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

増
や
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手
を
打
て
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
大
会
や
剣
道
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
情
報
伝
達
の
手
法
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
マ
ス

コ
ミ
な
ど
よ
り
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Social	N

etw
orking	Service

）
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
口
コ
ミ
が
、
伝
達
速
度
も
速
く
、
よ
り

広
範
囲
な
影
響
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
先
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
の

結
果
が
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
ま
し
た
。

　
剣
道
の
段
位
別
受
審
者
の
数
の
推
移
を
み
ま
す
と
、
初
段
受
審
者
の
数
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
剣
道
を
知
ら
な
い
若
い
方
た
ち
に
、
剣
道
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
も
っ
と
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
会
社
が
18
歳
か
ら
27
歳
の
い
わ
ゆ
る
「
Z
世
代
」
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
普
段
よ
く
目
に
す
る
広
告
」
で
一
番
多
か
っ
た
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
で
72
％
、

次
い
で
動
画
広
告
51
％
、
テ
レ
ビ
広
告
37
％
と
続
き
、
新
聞
広
告
は
10
％
、
雑

誌
広
告
は
5
％
で
し
た
。
主
要
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ユ
ー
ザ
ー
数
は
、
昨
年
時
点
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
９
７
０
０
万
人
、Y

ouT
ube

が
７
３
７
０
万
人
、
X
（
旧T

w
itter

）

が
６
７
０
０
万
人
と
い
う
こ
と
で
す
。
10
代
か
ら
30
代
の
方
た
ち
は
95
％
以
上

が
上
の
二
つ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、　
他
の
調
査
で
、
若
い
世
代
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
し
か
見
な
い
と
い
う
人
が
63
％
に
上
る
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
若
い
人
た
ち
に
剣
道
を
知
っ
て
も
ら
い
、
始
め
て

も
ら
う
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
も
っ
と
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
東
京
剣

連
だ
よ
り
」の
裏
表
紙
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
入
れ
て
い
ま
す
。

京
都
で
の
全
日
本
剣
道
演
武
大
会
で
は
5
月
2
日
の
開
会
式
か
ら
始
ま
っ
て
4

日
ま
で
の
す
べ
て
の
演
武
をY

ouT
ube

で
ラ
イ
ブ
中
継
し
、
そ
の
録
画
は
い

つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
例
を
も
っ

と
も
っ
と
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
方
法
を
熟
知
し
て
い
る
の
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
し
て
い

る
若
い
世
代
の
方
た
ち
で
す
。
剣
道
人
口
を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
に
は
、
若
い

方
た
ち
の
知
恵
を
も
っ
と
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
強
み
は
、
自
分
が
受
け
た
情
報
を
コ
ピ
ー
し
、
転
送
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
他
の
人
に
も
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
剣
道
連
盟
の
会
員
の

方
た
ち
に
も
、
自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
剣
道
・
居
合
道
・
杖
道
が
、
い
か
に

楽
し
い
、
面
白
い
、
い
い
も
の
で
あ
る
か
を
自
ら
も
積
極
的
に
発
信
し
、
ほ
か

か
ら
の
情
報
を
転
送
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
剣
道
人
口
の
増
加
、

剣
道
の
発
展
は
、
若
い
会
員
の
方
た
ち
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
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令
和
7
年
1
月
に
、
某
加
盟
団
体
で
剣
道
指
導
中
に
木
刀
に
よ
る
殴
打
事
案

が
起
こ
り
ま
し
た
。
某
道
場
の
指
導
者
が
同
道
場
生
徒
で
あ
る
小
学
1
年
の
女

子
に
、
同
人
の
頭
頂
部
を
同
人
が
着
用
し
て
い
た
面
の
上
か
ら
手
に
持
っ
て
い

た
木
刀
で
1
回
殴
打
す
る
な
ど
し
、
そ
の
結
果
、
症
状
の
継
続
が
一
ヶ
月
程
度

見
込
ま
れ
、
約
半
年
間
の
加
療
を
要
す
る
頭
部
打
撲
、
脳
震
盪
及
び
約
1
年
間

の
経
過
観
察
を
要
す
る
脳
震
盪
後
症
候
群
の
傷
害
を
負
わ
せ
ま
し
た
。
被
害
者

の
親
が
警
察
に
通
報
し
、
警
察
は
現
場
検
証
と
加
害
者
に
対
す
る
事
情
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

　
全
剣
連
か
ら
の
通
報
に
よ
り
、
倫
理
委
員
会
と
し
て
は
会
長
か
ら
の
諮
問
を

受
け
、
複
数
の
関
係
者
及
び
当
事
者
か
ら
の
事
情
聴
取
を
行
っ
た
上
、
3
月
初

め
に
加
盟
団
体
が
当
該
指
導
者
を
除
名
処
分
と
し
た
後
に
、
当
該
指
導
者
に
対

し
て
弁
明
の
機
会
を
与
え
た
上
で
登
録
会
員
資
格
停
止
2
年
間
の
処
分
を
会
長

に
答
申
し
、
会
長
は
答
申
通
り
処
分
を
決
定
し
ま
し
た
。
東
剣
連
の
綱
紀
規
程

に
は
処
分
と
し
て
除
名
、
登
録
会
員
資
格
の
停
止
、
自
主
返
納
勧
告
、
返
上
、

そ
し
て
厳
重
注
意
が
あ
り
、
ま
た
期
間
も
一
定
期
間
か
ら
永
久
ま
で
あ
り
ま
す

が
、
本
人
の
反
省
度
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
ま
し
た
。

　
本
件
の
事
実
調
査
を
行
っ
た
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
当
該
道
場
で
は
常
日
頃
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
疑
わ
れ
て
も
や
む

を
得
な
い
怒
号
が
生
徒
に
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
事

故
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

1
件
の
重
大
事
故
の
背
後
に
は
29
件
の
軽
微
な
事
故
と
３
０
０
件
の
事
故
の

一
歩
手
前
の
出
来
事
が
あ
る
、
と
い
う
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
重
大
事
故
の
背
後
に
は
30
件
近
い
軽
微
な
事
故
や
事
故
に
至
ら

な
い
出
来
事
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
時
点
で
思
い
切
っ
た
対
策
を
講
じ
て
お

け
ば
、
重
大
事
故
は
未
然
防
止
で
き
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
事
案
を
受
け
て
東
剣
連
と
し
て
は
会
長
名
で
、
第
一
に
加
盟
団
体
・

役
員
等
に
対
し
、
本
件
に
関
す
る
通
達
を
出
し
ま
し
た
。
第
二
に
対
象
者
が
所

属
す
る
加
盟
団
体
に
対
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
書
簡
を
出
し
ま
し
た
。
第
三

に
令
和
7
年
度
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
等
に
お
け
る
倫
理
講
話
で
は
本
事
案
の

教
訓
と
対
策
に
つ
い
て
説
明
し
、
ま
た
倫
理
に
関
す
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
事
を
検
討
中
で
す
。
な
お
既
に
令
和
6
年
度
末
に

行
わ
れ
ま
し
た
理
事
・
評
議
員
会
及
び
令
和
7
年
度
6
月
に
改
選
さ
れ
た
理
事

会
で
は
、
本
事
案
を
紹
介
し
対
策
等
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
個
々
人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
反
倫
理
行
為
の
芽
を
早
く
摘
む
た
め
に
、
指
導

者
や
剣
道
家
一
人
一
人
が
自
ら
の
稽
古
や
稽
古
外
で
の
振
る
舞
い
を
見
直
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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長
　
千
　
葉
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道

副
会
長
　
久
保
木
　
　
　
優

　
同
　
　
西
　
川
　
清
　
紀

　
同
　
　
玉
　
井
　
知
　
次

専
務
理
事
　
宮
　
林
　
髙
　
夫

常
任
理
事
　
吉
　
岡
　
成
　
子

　
同
　
　
右
　
田
　
重
　
昭

　
同
　
　
石
　
井
　
　
　
猛

　
同
　
　
恩
　
田
　
浩
　
司

　
同
　
　
平
　
尾
　
　
　
泰
（
警
視
庁
）

理
　
　
事
　
大
　
島
　
正
　
稔
（
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
島
　
﨑
　
厚
　
二
（
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
岡
　
田
　
守
　
正
（
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
鎌
　
田
　
幹
　
雄
（
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
阿
出
川
　
篤
　
範
（
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
大
　
和
　
忠
　
廣
（
西
東
京
）

　
同
　
　
三
　
浦
　
和
　
人
（
西
東
京
）

　
同
　
　
濱
　
野
　
和
　
男
（
西
東
京
）

　
同
　
　
大
　
里
　
史
　
織
（
皇
宮
・
法
務
・
自
衛
隊
）

　
同
　
　
徳
　
竹
　
良
　
男
（
消
防
庁
・
交
通
局
）

　
同
　
　
田
　
口
　
昌
　
宏
（
学
連
剣
・
学
生
ク
ラ
ブ
）

　
同
　
　
門
　
野
　
政
　
人
（
高
体
連
）

　
同
　
　
市
　
川
　
　
　
学
（
居
合
道
・
杖
道
）

監
　
　
事
　
外
　
山
　
卓
　
夫

　
同
　
　
松
　
本
　
高
　
明

︽
評
議
員
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

宇
賀
神
　
良
　
博
（
千
代
田
）・
片
　
野
　
幸
　
司
（
中
　
央
）

鎌
　
田
　
弘
　
一
（
台
　
東
）・
矢
　
光
　
善
　
美
（
文
　
京
）

植
　
田
　
光
　
寿
（
墨
　
田
）・
足
　
立
　
至
　
弘
（
江
　
東
）

伊
　
垣
　
　
　
誠
（
葛
　
飾
）・
風
　
間
　
順
　
一
（
江
戸
川
）

西
　
村
　
和
　
美
（
足
　
立
）・
清
　
水
　
宣
　
治
（
新
　
宿
）

梶
　
井
　
好
　
文
（
中
　
野
）・
板
　
井
　
光
　
敏
（
杉
　
並
）

山
　
田
　
博
　
志
（
渋
　
谷
）・
柏
　
木
　
伸
　
一
（
世
田
谷
）

相
　
川
　
　
　
博
（
　
港
　
）・
笠
　
原
　
裕
　
明
（
品
　
川
）

髙
　
平
　
と
よ
子
（
目
　
黒
）・
大
　
巻
　
直
　
人
（
大
　
田
）

山
　
口
　
正
　
徳
（
豊
　
島
）・
賀
　
集
　
映
　
二
（
　
北
　
）

河
　
上
　
一
　
夫
（
荒
　
川
）・
津
　
坂
　
宗
　
克
（
板
　
橋
）

高
　
木
　
博
　
通
（
練
　
馬
）・
青
　
木
　
　
　
健
（
西
東
京
）

遠
　
藤
　
護
　
人
（
西
東
京
）・
岡
　
本
　
和
　
明
（
警
視
庁
）

佐
　
藤
　
国
　
隆
（
皇
　
宮
）・
新
　
村
　
浩
　
志
（
法
　
務
）

村
　
上
　
和
　
彦
（
自
衛
隊
）・
東
　
　
　
洋
　
二
（
消
防
庁
）

近
　
藤
　
喜
　
隆
（
交
通
局
）・
柳
　
田
　
要
　
一
（
学
連
剣
）

金
　
成
　
増
　
彦
（
学
生
ク
ラ
ブ
）・
天
　
野
　
康
　
寿
（
高
体
連
）

伊
　
藤
　
繁
　
男
（
居
合
道
）・
藤
　
﨑
　
興
　
朗
（
杖
　
道
）

木
　
村
　
孝
　
治
（
中
体
連
）

︽
顧
　
問
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

岡
　
村
　
忠
　
典
・
山
　
本
　
𣳾
　
人

宮
　
坂
　
信
　
之
・
加
　
藤
　
浩
　
二

太
　
田
　
忠
　
徳
・
渡
　
邊
　
哲
　
也

田
　
中
　
一
　
穂

︽
相
談
役
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

伊
　
藤
　
元
　
明
・
矢
　
野
　
博
　
志

太
　
田
　
健
一
郎

︽
審
議
員
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

梯
　
　
　
正
　
治
・
中
　
田
　
琇
　
士

大
久
保
　
康
　
一
・
下
　
枝
　
　
　
堯

畠
　
中
　
篤
　
美
・
濱
　
﨑
　
　
　
滿

遠
　
藤
　
正
　
明
・
釣
　
賀
　
敏
　
郎

松
　
下
　
吉
　
進
・
袴
　
田
　
大
　
蔵

各
担
当
委
員

（
◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委
員
長
）

総
務
委
員
　
◎
宮
林
髙
夫
・
吉
岡
成
子

　
　
　
　
　
　
右
田
重
昭
・
石
井
　
猛

　
　
　
　
　
　
恩
田
浩
司
・
平
尾
　
泰

事
業
委
員
　
◎
右
田
重
昭
・
○
石
井
　
猛

　
　
　
　
　
○
平
尾
　
泰
・
大
島
正
稔

　
　
　
　
　
　
鎌
田
幹
雄
・
大
和
忠
廣

　
　
　
　
　
　
濱
野
和
男

審
判
委
員
　
◎
石
井
　
猛
・
○
右
田
重
昭

　
　
　
　
　
○
平
尾
　
泰
・
島
﨑
厚
二

　
　
　
　
　
　
岡
田
守
正
・
阿
出
川
篤
範

　
　
　
　
　
　
三
浦
和
人

審
査
委
員
　
◎
恩
田
浩
司
・
○
吉
岡
成
子

　
　
　
　
　
　
大
里
史
織
・
徳
竹
良
男

　
　
　
　
　
　
田
口
昌
宏
・
門
野
政
人

　
　
　
　
　
　
市
川
　
学

財
務
委
員
　
◎
吉
岡
成
子
・
○
恩
田
浩
司

一
般
財
団
法
人
東
京
都
剣
道
連
盟

　
　
　
　
　
令
和
七
・
八
年
度
新
役
員

︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

会
　
　
長
　
小
　
林
　
正
　
明

副
会
長
　
藤
　
崎
　
興
　
朗

理
事
長
　
平
　
木
　
　
　
茂

常
任
理
事
　
椿
　
　
　
二
三
夫
・
森
　
井
　
美
津
男

　
　
　
　
　
三
　
浦
　
康
　
典
・
藤
　
原
　
敏
　
成

　
　
　
　
　
江
　
角
　
和
　
敏
・
宗
　
形
　
力
　
夫

　
　
　
　
　
堀
　
　
　
克
　
明
・
宇
　
都
　
榮
　
子

　
　
　
　
　
青
　
木
　
卓
　
弥
・
髙
　
山
　
一
　
三

事
務
局
長
　
松
　
川
　
岳
　
央

会
　
　
計
　
田
　
村
　
の
り
子

理
　
　
事
　
田
　
中
　
遼
太
郎
・
菅
　
沼
　
　
　
益

　
　
　
　
　
上
　
野
　
道
　
成
・
賀
　
集
　
映
　
二

　
　
　
　
　
笠
　
原
　
忠
　
幸
・
佐
　
藤
　
健
　
一

　
　
　
　
　
杉
　
山
　
定
　
次
・
髙
　
羽
　
知
　
紀

　
　
　
　
　
村
　
上
　
忠
　
義
・
河
　
村
　
豪
　
祐

　
　
　
　
　
神
　
屋
　
善
四
郎
・
寺
　
門
　
重
　
光

　
　
　
　
　
竹
　
内
　
正
　
幸
・
星
　
　
　
公
　
久

　
　
　
　
　
厚
　
　
　
靖
　
雄
・
志
　
賀
　
亮
　
紀

　
　
　
　
　
矢
　
口
　
真
知
子
・
中
　
村
　
理
恵
子

　
　
　
　
　
堀
　
　
　
克
　
明
・
西
　
山
　
　
　
貢

　
　
　
　
　
簗
　
場
　
正
　
明
・
入
　
江
　
美
　
雪

　
　
　
　
　
竹
　
俣
　
松
　
夫
・
澤
　
本
　
則
　
男

　
　
　
　
　
市
　
村
　
文
　
康
・
田
　
中
　
慎
一
郎

　
　
　
　
　
佛
　
井
　
理
　
恵
・
大
　
場
　
俊
　
賢

　
　
　
　
　
河
　
辺
　
喜
　
隆
・
山
　
﨑
　
　
　
潤

　
　
　
　
　
横
　
尾
　
正
　
和
・
田
　
村
　
岳
　
洋

　
　
　
　
　
草
　
野
　
祐
太
郎

監
　
　
事
　
平
　
岡
　
靖
　
之
・
石
　
田
　
祐
　
子

顧
　
　
問
　
椎
　
屋
　
光
　
男
・
古
　
川
　
瞬
　
也

　
　
　
　
　
荒
　
井
　
　
　
洋
・
大
　
里
　
耕
　
平

東
京
都
剣
道
連
盟
杖
道
部
会

　
　
　
　
　
令
和
七
・
八
年
度
新
役
員

︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

倫
理
委
員
　
◎
太
田
文
雄
・
佐
藤
穂
貴

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
雅
一
・
寺
嶋
愛
子

医
学
委
員
　
◎
荻
原
幸
彦
・
塚
原
清
彰

　
　
　
　
　
　
前
田
秀
将
・
越
智
小
枝

　
　
　
　
　
　
辻
　
収
彦

女
性
委
員
　
◎
吉
岡
成
子
・
大
里
史
織

　
　
　
　
　
　
寺
地
里
美
・
井
上
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
大
﨑
香
織
・
野
崎
由
起
子

　
　
　
　
　
　
関
塚
洋
子

Ｉ
Ｔ
委
員
　
◎
柳
田
要
一
・
藤
井
幹
雄

　
　
　
　
　
　
藤
野
　
靖
・
河
野
達
朗

　
　
　
　
　
　
福
島
浩
司

広
報
委
員
　
◎
西
山
　
貢
・
大
岡
澄
夫

　
　
　
　
　
　
目
黒
秀
治
・
柳
　
　
徹

　
　
　
　
　
　
藤
野
　
靖
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︽
理
　
事
︾

会
　
　
長
　
千
　
葉
　
胤
　
道

副
会
長
　
久
保
木
　
　
　
優

　
同
　
　
西
　
川
　
清
　
紀

　
同
　
　
玉
　
井
　
知
　
次

専
務
理
事
　
宮
　
林
　
髙
　
夫

常
任
理
事
　
吉
　
岡
　
成
　
子

　
同
　
　
右
　
田
　
重
　
昭

　
同
　
　
石
　
井
　
　
　
猛

　
同
　
　
恩
　
田
　
浩
　
司

　
同
　
　
平
　
尾
　
　
　
泰
（
警
視
庁
）

理
　
　
事
　
大
　
島
　
正
　
稔
（
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
島
　
﨑
　
厚
　
二
（
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
岡
　
田
　
守
　
正
（
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
鎌
　
田
　
幹
　
雄
（
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
阿
出
川
　
篤
　
範
（
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
同
　
　
大
　
和
　
忠
　
廣
（
西
東
京
）

　
同
　
　
三
　
浦
　
和
　
人
（
西
東
京
）

　
同
　
　
濱
　
野
　
和
　
男
（
西
東
京
）

　
同
　
　
大
　
里
　
史
　
織
（
皇
宮
・
法
務
・
自
衛
隊
）

　
同
　
　
徳
　
竹
　
良
　
男
（
消
防
庁
・
交
通
局
）

　
同
　
　
田
　
口
　
昌
　
宏
（
学
連
剣
・
学
生
ク
ラ
ブ
）

　
同
　
　
門
　
野
　
政
　
人
（
高
体
連
）

　
同
　
　
市
　
川
　
　
　
学
（
居
合
道
・
杖
道
）

監
　
　
事
　
外
　
山
　
卓
　
夫

　
同
　
　
松
　
本
　
高
　
明

︽
評
議
員
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

宇
賀
神
　
良
　
博
（
千
代
田
）・
片
　
野
　
幸
　
司
（
中
　
央
）

鎌
　
田
　
弘
　
一
（
台
　
東
）・
矢
　
光
　
善
　
美
（
文
　
京
）

植
　
田
　
光
　
寿
（
墨
　
田
）・
足
　
立
　
至
　
弘
（
江
　
東
）

伊
　
垣
　
　
　
誠
（
葛
　
飾
）・
風
　
間
　
順
　
一
（
江
戸
川
）

西
　
村
　
和
　
美
（
足
　
立
）・
清
　
水
　
宣
　
治
（
新
　
宿
）

梶
　
井
　
好
　
文
（
中
　
野
）・
板
　
井
　
光
　
敏
（
杉
　
並
）

山
　
田
　
博
　
志
（
渋
　
谷
）・
柏
　
木
　
伸
　
一
（
世
田
谷
）

相
　
川
　
　
　
博
（
　
港
　
）・
笠
　
原
　
裕
　
明
（
品
　
川
）

髙
　
平
　
と
よ
子
（
目
　
黒
）・
大
　
巻
　
直
　
人
（
大
　
田
）

山
　
口
　
正
　
徳
（
豊
　
島
）・
賀
　
集
　
映
　
二
（
　
北
　
）

河
　
上
　
一
　
夫
（
荒
　
川
）・
津
　
坂
　
宗
　
克
（
板
　
橋
）

高
　
木
　
博
　
通
（
練
　
馬
）・
青
　
木
　
　
　
健
（
西
東
京
）

遠
　
藤
　
護
　
人
（
西
東
京
）・
岡
　
本
　
和
　
明
（
警
視
庁
）

佐
　
藤
　
国
　
隆
（
皇
　
宮
）・
新
　
村
　
浩
　
志
（
法
　
務
）

村
　
上
　
和
　
彦
（
自
衛
隊
）・
東
　
　
　
洋
　
二
（
消
防
庁
）

近
　
藤
　
喜
　
隆
（
交
通
局
）・
柳
　
田
　
要
　
一
（
学
連
剣
）

金
　
成
　
増
　
彦
（
学
生
ク
ラ
ブ
）・
天
　
野
　
康
　
寿
（
高
体
連
）

伊
　
藤
　
繁
　
男
（
居
合
道
）・
藤
　
﨑
　
興
　
朗
（
杖
　
道
）

木
　
村
　
孝
　
治
（
中
体
連
）

︽
顧
　
問
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

岡
　
村
　
忠
　
典
・
山
　
本
　
𣳾
　
人

宮
　
坂
　
信
　
之
・
加
　
藤
　
浩
　
二

太
　
田
　
忠
　
徳
・
渡
　
邊
　
哲
　
也

田
　
中
　
一
　
穂

︽
相
談
役
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

伊
　
藤
　
元
　
明
・
矢
　
野
　
博
　
志

太
　
田
　
健
一
郎

︽
審
議
員
︾（
順
不
同
・
敬
称
略
）

梯
　
　
　
正
　
治
・
中
　
田
　
琇
　
士

大
久
保
　
康
　
一
・
下
　
枝
　
　
　
堯

畠
　
中
　
篤
　
美
・
濱
　
﨑
　
　
　
滿

遠
　
藤
　
正
　
明
・
釣
　
賀
　
敏
　
郎

松
　
下
　
吉
　
進
・
袴
　
田
　
大
　
蔵

各
担
当
委
員

（
◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委
員
長
）

総
務
委
員
　
◎
宮
林
髙
夫
・
吉
岡
成
子

　
　
　
　
　
　
右
田
重
昭
・
石
井
　
猛

　
　
　
　
　
　
恩
田
浩
司
・
平
尾
　
泰

事
業
委
員
　
◎
右
田
重
昭
・
○
石
井
　
猛

　
　
　
　
　
○
平
尾
　
泰
・
大
島
正
稔

　
　
　
　
　
　
鎌
田
幹
雄
・
大
和
忠
廣

　
　
　
　
　
　
濱
野
和
男

審
判
委
員
　
◎
石
井
　
猛
・
○
右
田
重
昭

　
　
　
　
　
○
平
尾
　
泰
・
島
﨑
厚
二

　
　
　
　
　
　
岡
田
守
正
・
阿
出
川
篤
範

　
　
　
　
　
　
三
浦
和
人

審
査
委
員
　
◎
恩
田
浩
司
・
○
吉
岡
成
子

　
　
　
　
　
　
大
里
史
織
・
徳
竹
良
男

　
　
　
　
　
　
田
口
昌
宏
・
門
野
政
人

　
　
　
　
　
　
市
川
　
学

財
務
委
員
　
◎
吉
岡
成
子
・
○
恩
田
浩
司

一
般
財
団
法
人
東
京
都
剣
道
連
盟

　
　
　
　
　
令
和
七
・
八
年
度
新
役
員

︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

会
　
　
長
　
小
　
林
　
正
　
明

副
会
長
　
藤
　
崎
　
興
　
朗

理
事
長
　
平
　
木
　
　
　
茂

常
任
理
事
　
椿
　
　
　
二
三
夫
・
森
　
井
　
美
津
男

　
　
　
　
　
三
　
浦
　
康
　
典
・
藤
　
原
　
敏
　
成

　
　
　
　
　
江
　
角
　
和
　
敏
・
宗
　
形
　
力
　
夫

　
　
　
　
　
堀
　
　
　
克
　
明
・
宇
　
都
　
榮
　
子

　
　
　
　
　
青
　
木
　
卓
　
弥
・
髙
　
山
　
一
　
三

事
務
局
長
　
松
　
川
　
岳
　
央

会
　
　
計
　
田
　
村
　
の
り
子

理
　
　
事
　
田
　
中
　
遼
太
郎
・
菅
　
沼
　
　
　
益

　
　
　
　
　
上
　
野
　
道
　
成
・
賀
　
集
　
映
　
二

　
　
　
　
　
笠
　
原
　
忠
　
幸
・
佐
　
藤
　
健
　
一

　
　
　
　
　
杉
　
山
　
定
　
次
・
髙
　
羽
　
知
　
紀

　
　
　
　
　
村
　
上
　
忠
　
義
・
河
　
村
　
豪
　
祐

　
　
　
　
　
神
　
屋
　
善
四
郎
・
寺
　
門
　
重
　
光

　
　
　
　
　
竹
　
内
　
正
　
幸
・
星
　
　
　
公
　
久

　
　
　
　
　
厚
　
　
　
靖
　
雄
・
志
　
賀
　
亮
　
紀

　
　
　
　
　
矢
　
口
　
真
知
子
・
中
　
村
　
理
恵
子

　
　
　
　
　
堀
　
　
　
克
　
明
・
西
　
山
　
　
　
貢

　
　
　
　
　
簗
　
場
　
正
　
明
・
入
　
江
　
美
　
雪

　
　
　
　
　
竹
　
俣
　
松
　
夫
・
澤
　
本
　
則
　
男

　
　
　
　
　
市
　
村
　
文
　
康
・
田
　
中
　
慎
一
郎

　
　
　
　
　
佛
　
井
　
理
　
恵
・
大
　
場
　
俊
　
賢

　
　
　
　
　
河
　
辺
　
喜
　
隆
・
山
　
﨑
　
　
　
潤

　
　
　
　
　
横
　
尾
　
正
　
和
・
田
　
村
　
岳
　
洋

　
　
　
　
　
草
　
野
　
祐
太
郎

監
　
　
事
　
平
　
岡
　
靖
　
之
・
石
　
田
　
祐
　
子

顧
　
　
問
　
椎
　
屋
　
光
　
男
・
古
　
川
　
瞬
　
也

　
　
　
　
　
荒
　
井
　
　
　
洋
・
大
　
里
　
耕
　
平

東
京
都
剣
道
連
盟
杖
道
部
会

　
　
　
　
　
令
和
七
・
八
年
度
新
役
員

︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

倫
理
委
員
　
◎
太
田
文
雄
・
佐
藤
穂
貴

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
雅
一
・
寺
嶋
愛
子

医
学
委
員
　
◎
荻
原
幸
彦
・
塚
原
清
彰

　
　
　
　
　
　
前
田
秀
将
・
越
智
小
枝

　
　
　
　
　
　
辻
　
収
彦

女
性
委
員
　
◎
吉
岡
成
子
・
大
里
史
織

　
　
　
　
　
　
寺
地
里
美
・
井
上
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
大
﨑
香
織
・
野
崎
由
起
子

　
　
　
　
　
　
関
塚
洋
子

Ｉ
Ｔ
委
員
　
◎
柳
田
要
一
・
藤
井
幹
雄

　
　
　
　
　
　
藤
野
　
靖
・
河
野
達
朗

　
　
　
　
　
　
福
島
浩
司

広
報
委
員
　
◎
西
山
　
貢
・
大
岡
澄
夫

　
　
　
　
　
　
目
黒
秀
治
・
柳
　
　
徹

　
　
　
　
　
　
藤
野
　
靖



166 165
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令
和
6
年
度
事
業
報
告

【
４
月
】

6
日
（
土
）
東
京
都
居
合
道
大
会	

	

582
名
参
加

6
日
（
土
）
女
子
剣
道
審
判
講
習
会	

99
名
参
加

6
日
（
土
）
女
子
剣
道
稽
古
会	

			

60
名
参
加

7
日
（
日
）
東
京
剣
道
祭	

	

1,024
名
参
加

14
日
（
日
）
国
ス
ポ
選
手
選
考
会	

	

364
名
参
加

22
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

70
名
参
加

27
日
（
土
）
剣
道
四
・
五
段
審
査
会	

482
名
参
加

【
５
月
】

12
日
（
日
）
都
民
体
育
大
会	

			

41
区
市
参
加

12
日
（
日
）
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子

　
　
　
　
　
　
剣
道
優
勝
大
会
予
選
会	

94
名
参
加

19
日
（
日
）
剣
道
高
段
者
稽
古
会	

	
33
名
参
加

19
日
（
日
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			
70
名
参
加

21
日
（
火
）
国
ス
ポ
二
次
選
考
会	

	

33
名
参
加

25
日
（
土
）
東
京
都
女
子
年
齢
別
剣
道
大
会	

265
名
参
加

【
６
月
】

15
日
（
土
）
剣
道
講
師
要
員
研
究
会	

50
名
参
加

15
日
（
土
）
居
合
道
審
判
実
技
講
習
会	

216
名
参
加

【
７
月
】

6
日
（
土
）
女
子
剣
道
稽
古
会	
			

60
名
参
加

6
日
（
土
）
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年

　
　
　
　
　
　
剣
道
優
勝
大
会
選
手
選
考
会	

87
名
参
加

7
日
（
日
）
全
日
本
居
合
道
大
会
予
選
会	

50
名
参
加

8
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

67
名
参
加

13
日
（
土
）
剣
道
六
・
七
段
受
審
者
講
習
会	

83
名
参
加

13
日
（
土
）
剣
道
登
録
審
査
要
員
等
研
修
会	

240
名
参
加

27
日
（
土
）
女
子
剣
道
講
習
会	

			

46
名
参
加

27
日
（
土
）
東
京
都
杖
道
大
会
・
東
京
杖
道
祭	

308
名
参
加

29
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

57
名
参
加

【
８
月
】

3
日
（
土
）
剣
道
四
・
五
段
受
審
者
講
習
会	

84
名
参
加

3
日
（
土
）
剣
道
登
録
審
査
要
員
等
研
修
会	

145
名
参
加

24
日
（
土
）
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会	

24
チ
ー
ム
参
加

26
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

69
名
参
加

【
９
月
】

7
日
（
土
）
東
京
都
剣
道
選
手
権
大
会	

195
名
参
加

7
日
（
土
）
寬
仁
親
王
杯
剣
道

　
　
　
　
　
　
八
段
選
抜
大
会	
					

32
名
参
加

8
日
（
日
）
東
京
都
青
年
剣
道
大
会	

男
子	

34
区
市
参
加

	

女
子	

23
区
市
参
加

8
日
（
日
）
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
京	

35
区
市
参
加

14
日
（
土
）
東
京
都
女
子
剣
道
選
手
権
大
会	

94
名
参
加

15
日
（
日
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

91
名
参
加

21
日
（
土
）
女
子
剣
道
稽
古
会	

			

57
名
参
加

21
日
（
土
）
居
合
道
伝
達
講
習
会	

	

291
名
参
加

22
日
（
祝
）
杖
道
指
導
者
審
判
講
習
会	

119
名
参
加

28
日
（
土
）
居
合
道
四
・
五
段
審
査
会	

97
名
参
加

29
日
（
日
）
剣
道
八
段
受
審
者
講
習
会	

106
名
参
加

【
10
月
】

21
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

73
名
参
加

24
日
（
木
）
シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルT

O
K
Y
O
	

251
名
参
加

26
日
（
土
）
杖
道
四
・
五
段
審
査
会	

50
名
参
加

【
11
月
】

25
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

74
名
参
加

30
日
（
土
）
剣
道
四
・
五
段
審
査
会	

785
名
参
加

【
12
月
】

11
日
（
水
）
授
業
協
力
者
養
成
講
習
会	

42
名
参
加

22
日
（
日
）
東
京
都
形
剣
道
大
会	

76
チ
ー
ム
参
加

23
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

71
名
参
加

令
和
七
年

【
１
月
】

27
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

99
名
参
加

【
２
月
】

1
日
（
土
）
剣
道
四
・
五
段
審
査
会	
498
名
参
加

2
日
（
日
）
東
京
都
剣
道
大
会	

45
加
盟
団
体
参
加

8
日
（
土
）
全
日
本
都
道
府
県
対
抗

　
　
　
　
　
　
剣
道
優
勝
大
会
予
選
会	

187
名
参
加

8
日
（
土
）
女
子
剣
道
稽
古
会	

			

48
名
参
加

16
日
（
日
）
杖
道
指
導
者
審
判
講
習
会	

103
名
参
加

22
日
（
土
）
剣
道
八
段
受
審
者
講
習
会	

87
名
参
加

22
日
（
土
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

95
名
参
加

【
３
月
】

15
日
（
土
）
杖
道
四
・
五
段
審
査
会	

39
名
参
加

20
日
（
祝
）
東
京
都
少
年
剣
道
大
会	

42
チ
ー
ム
参
加

20
日
（
祝
）
剣
道
高
段
者
稽
古
会	

	

40
名
参
加

20
日
（
祝
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

			

130
名
参
加

22
日
（
土
）
居
合
道
四
・
五
段
審
査
会	

78
名
参
加

令和 6年度剣道・居合道・杖道四・五段審査会の結果

年月日 段位 受審者 実技
合格者

形・学科
不合格者 合格者 合格率 再受審

者
再受審
合格者

剣

　道

R6.4.27
四 221 人 86 人 1 人 85 人 38.5 ％ 6 人 6 人
五 261 56 4 52 19.9 3 2

R6.11.30
四 455 187 11 176 38.7 1 1
五 330 86 3 83 25.2 3 3

R7.2.1
四 268 126 4 122 45.5 9 9
五 230 81 0 81 35.2 4 4

居
合
道

R6.9.28
四 60 24 1 23 38.3 1 1
五 37 15 1 14 37.8 0 0

R7.3.22
四 48 12 0 12 25.0 1 1
五 30 11 0 11 36.7 1 1

杖

　道

R6.10.26
四 28 13 0 13 46.4 0 0
五 22 12 0 12 54.5 0 0

R7.3.15
四 26 18 0 18 69.2 0 0
五 13 3 0 3 23.1 0 0
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令和６年度収支計算書内訳表
（単位：円）

科　　目 一般会計

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入 1,698

特 定 資 産 運 用 収 入 12,027

会 費 収 入 13,488,000

事 業 収 入 103,107,890

普 及 費 収 入 2,713,200

講 習 会 事 業 収 入 2,934,900

大 会 費 収 入 6,513,200

審 査 等 参 加 料 収 入 47,839,169

登 録 料 収 入 43,107,421

補 助 金 等 収 入 7,656,142

雑 収 入 1,095,168

　　　　事業活動収入計 125,360,925

　２．事業活動支出

事 業 費 支 出 67,137,580

指 導 普 及 事 業 支 出 4,931,463

講 習 会 事 業 支 出 5,219,010

育 成 強 化 事 業 支 出 7,780,973

大 会 事 業 支 出 32,950,426

大 会 派 遣 事 業 支 出 3,932,141

審 査 会 事 業 支 出 11,980,826

功 労 者 表 彰 事 業 支 出 342,741

管 理 費 支 出 57,986,285

人 件 費 支 出 29,792,398

会 議 費 支 出 6,477,534

物 件 費 支 出 6,397,871

租 税 公 課 支 出 9,296,590

支 払 保 険 料 支 出 23,900

分 担 金 支 出 3,140,000

雑 費 支 出 2,857,992

　　　　事業活動支出計 125,123,865

　　　　　事業活動収支差額 237,060

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　投資活動収入計 0

　２．投資活動支出

　　　　特定資産 2,333,150

　　　　固定資産取得支出 778,800

　　　　投資活動支出計 3,111,950

　　　　　投資活動収支差額 △ 3,111,950

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　財務活動収入計 0

　２．財務活動支出

　　　　財務活動支出計 0

　　　　　財務活動収支差額 0

　　　　当期収支差額 △ 2,874,890

　　　　前期繰越収支差額 262,667,911

　　　　次期繰越収支差額 259,793,021

令和７年度収支予算書内訳表
（単位：円）

科目 一般会計

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入 75,000

特 定 資 産 運 用 収 入 69,000

会 費 収 入 13,520,000

事 業 収 入 110,436,397

普 及 費 収 入 2,948,000

講 習 会 事 業 収 入 3,000,000

大 会 費 収 入 6,439,300

審 査 等 参 加 料 収 入 50,056,075

登 録 料 収 入 47,993,022

補 助 金 等 収 入 8,335,000

雑 収 入 460,000

　　　　事業活動収入計 132,895,397

　２．事業活動支出

事 業 費 支 出 69,364,000

指 導 普 及 事 業 支 出 4,602,000

講 習 会 事 業 支 出 5,150,000

育 成 強 化 事 業 支 出 8,663,000

大 会 事 業 支 出 33,860,000

大 会 派 遣 事 業 支 出 4,169,000

審 査 会 事 業 支 出 12,120,000

功 労 者 表 彰 事 業 支 出 800,000

管 理 費 支 出 62,320,000

人 件 費 支 出 32,240,000

会 議 費 支 出 7,000,000

物 件 費 支 出 7,290,000

租 税 公 課 支 出 10,100,000

支 払 保 険 料 支 出 50,000

分 担 金 支 出 3,140,000

雑 費 支 出 2,500,000

　　　　事業活動支出計 131,684,000

　　　　　事業活動収支差額 1,211,397

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　投資活動収入計 0

　２．投資活動支出

特 定 資 産 2,783,600

　　　　投資活動支出計 2,783,600

　　　　　投資活動収支差額 △ 2,783,600

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　財務活動収入計 0

　２．財務活動支出

　　　　財務活動支出計 0

　　　　　財務活動収支差額 0

Ⅳ　予備費支出 0

　　　　当期収支差額 △ 1,572,203
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令和６年度収支計算書内訳表
（単位：円）

科　　目 一般会計

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入 1,698

特 定 資 産 運 用 収 入 12,027

会 費 収 入 13,488,000

事 業 収 入 103,107,890

普 及 費 収 入 2,713,200

講 習 会 事 業 収 入 2,934,900

大 会 費 収 入 6,513,200

審 査 等 参 加 料 収 入 47,839,169

登 録 料 収 入 43,107,421

補 助 金 等 収 入 7,656,142

雑 収 入 1,095,168

　　　　事業活動収入計 125,360,925

　２．事業活動支出

事 業 費 支 出 67,137,580

指 導 普 及 事 業 支 出 4,931,463

講 習 会 事 業 支 出 5,219,010

育 成 強 化 事 業 支 出 7,780,973

大 会 事 業 支 出 32,950,426

大 会 派 遣 事 業 支 出 3,932,141

審 査 会 事 業 支 出 11,980,826

功 労 者 表 彰 事 業 支 出 342,741

管 理 費 支 出 57,986,285

人 件 費 支 出 29,792,398

会 議 費 支 出 6,477,534

物 件 費 支 出 6,397,871

租 税 公 課 支 出 9,296,590

支 払 保 険 料 支 出 23,900

分 担 金 支 出 3,140,000

雑 費 支 出 2,857,992

　　　　事業活動支出計 125,123,865

　　　　　事業活動収支差額 237,060

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　投資活動収入計 0

　２．投資活動支出

　　　　特定資産 2,333,150

　　　　固定資産取得支出 778,800

　　　　投資活動支出計 3,111,950

　　　　　投資活動収支差額 △ 3,111,950

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　財務活動収入計 0

　２．財務活動支出

　　　　財務活動支出計 0

　　　　　財務活動収支差額 0

　　　　当期収支差額 △ 2,874,890

　　　　前期繰越収支差額 262,667,911

　　　　次期繰越収支差額 259,793,021

令和７年度収支予算書内訳表
（単位：円）

科目 一般会計

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入 75,000

特 定 資 産 運 用 収 入 69,000

会 費 収 入 13,520,000

事 業 収 入 110,436,397

普 及 費 収 入 2,948,000

講 習 会 事 業 収 入 3,000,000

大 会 費 収 入 6,439,300

審 査 等 参 加 料 収 入 50,056,075

登 録 料 収 入 47,993,022

補 助 金 等 収 入 8,335,000

雑 収 入 460,000

　　　　事業活動収入計 132,895,397

　２．事業活動支出

事 業 費 支 出 69,364,000

指 導 普 及 事 業 支 出 4,602,000

講 習 会 事 業 支 出 5,150,000

育 成 強 化 事 業 支 出 8,663,000

大 会 事 業 支 出 33,860,000

大 会 派 遣 事 業 支 出 4,169,000

審 査 会 事 業 支 出 12,120,000

功 労 者 表 彰 事 業 支 出 800,000

管 理 費 支 出 62,320,000

人 件 費 支 出 32,240,000

会 議 費 支 出 7,000,000

物 件 費 支 出 7,290,000

租 税 公 課 支 出 10,100,000

支 払 保 険 料 支 出 50,000

分 担 金 支 出 3,140,000

雑 費 支 出 2,500,000

　　　　事業活動支出計 131,684,000

　　　　　事業活動収支差額 1,211,397

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　投資活動収入計 0

　２．投資活動支出

特 定 資 産 2,783,600

　　　　投資活動支出計 2,783,600

　　　　　投資活動収支差額 △ 2,783,600

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　財務活動収入計 0

　２．財務活動支出

　　　　財務活動支出計 0

　　　　　財務活動収支差額 0

Ⅳ　予備費支出 0

　　　　当期収支差額 △ 1,572,203
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令和６年度加盟団体の段位別・登録者集計報告
　昨年度は各団体皆様のご理解とご協力により、団体別・段位別登録者数が明確になりました。
感謝申し上げます。
　この表を基に更に剣道人口の増加を目指し、一層の普及振興にご尽力いただきたいと思います。

令和7年3月31日現在（単位：人）

初段 （前年比） 二段 （前年比） 三段 （前年比） 四段 （前年比） 五段 （前年比） 六段 （前年比） 七段 （前年比） 八段 （前年比） 6年度 （前年比）

千代田 54 8 56 10 75 ▲ 11 105 ▲ 11 89 ▲ 8 97 ▲ 6 127 2 3 ▲ 2 606 ▲ 18

中		 央 38 ▲ 2 44 8 90 ▲ 19 105 ▲ 2 79 0 37 ▲ 10 80 6 2 ▲ 1 475 ▲ 20

台　東 33 ▲ 8 45 ▲ 3 56 ▲ 5 29 1 39 ▲ 1 39 ▲ 1 41 5 3 0 285 ▲ 12

文　京 71 6 56 7 38 5 38 11 35 ▲ 1 22 0 32 ▲ 2 0 292 26

墨　田 30 ▲ 7 29 3 54 10 40 ▲ 1 32 ▲ 3 23 ▲ 3 36 7 0 244 6

江　東 39 2 30 ▲ 20 32 2 40 2 42 ▲ 2 39 5 37 ▲ 1 2 0 261 ▲ 12

葛　飾 48 10 41 ▲ 2 65 9 58 ▲ 2 70 0 60 4 67 1 0 409 20

江戸川 79 ▲ 10 62 ▲ 3 50 ▲ 17 70 5 54 ▲ 9 62 4 54 2 4 0 435 ▲ 28

足　立 67 ▲ 6 67 0 95 6 67 ▲ 6 60 0 71 ▲ 2 85 ▲ 1 5 1 517 ▲ 8

新　宿 53 ▲ 1 61 9 79 7 26 ▲ 4 25 ▲ 7 40 0 64 3 5 0 353 7

中　野 52 ▲ 27 62 ▲ 8 44 ▲ 10 42 ▲ 1 68 ▲ 14 62 ▲ 3 79 1 5 ▲ 1 414 ▲ 63

杉　並 88 ▲ 15 112 0 69 0 50 ▲ 2 54 1 52 ▲ 1 81 1 2 0 508 ▲ 16

渋　谷 35 ▲ 3 43 ▲ 1 35 10 40 8 51 4 41 1 59 4 1 0 305 23

世田谷 128 2 96 ▲ 32 104 ▲ 5 83 ▲ 2 78 ▲ 5 62 6 85 0 8 0 644 ▲ 36

港 62 ▲ 27 78 4 42 ▲ 4 67 13 31 ▲ 11 37 2 51 2 3 0 371 ▲ 21

品　川 34 ▲ 12 31 ▲ 2 28 1 36 1 48 3 47 0 53 0 3 0 280 ▲ 9

目　黒 59 15 35 ▲ 2 35 ▲ 3 42 7 42 ▲ 5 28 2 47 4 1 0 289 18

大　田 83 12 63 ▲ 7 82 ▲ 3 92 ▲ 1 95 ▲ 4 70 2 114 5 2 0 601 4

豊　島 138 ▲ 63 103 ▲ 8 57 ▲ 13 44 ▲ 3 25 5 31 ▲ 5 48 1 1 0 447 ▲ 86

北 57 ▲ 38 71 9 54 ▲ 1 52 1 43 ▲ 5 50 3 70 1 0 397 ▲ 30

荒　川 22 ▲ 5 18 ▲ 2 24 1 28 ▲ 3 39 2 19 ▲ 1 40 0 0 190 ▲ 8

板　橋 130 54 66 6 94 5 93 0 65 ▲ 4 77 ▲ 2 109 4 6 0 640 63

練　馬 104 ▲ 15 138 ▲ 6 122 ▲ 1 96 6 66 ▲ 17 77 2 99 5 1 0 703 ▲ 26

西東京 744 ▲ 63 772 12 569 3 526 7 488 ▲ 51 511 34 724 43 15 ▲ 1 4,349 ▲ 16

警視庁 1,006 ▲ 101 872 ▲ 113 642 ▲ 16 702 26 843 20 354 28 363 25 41 3 4,823 ▲ 128

皇　宮 109 20 111 1 143 ▲ 9 37 3 17 ▲ 3 18 1 16 3 5 0 456 16

法　務 10 ▲ 3 18 1 35 9 85 6 75 0 42 ▲ 5 48 ▲ 2 0 313 6

自衛隊 12 ▲ 1 10 ▲ 2 25 ▲ 5 29 ▲ 1 25 ▲ 1 33 ▲ 3 54 3 3 1 191 ▲ 9

消防庁 6 ▲ 2 16 ▲ 6 71 ▲ 11 53 ▲ 6 34 ▲ 6 33 ▲ 1 47 0 0 260 ▲ 32

交通局 17 0 29 0 52 ▲ 2 30 ▲ 2 25 0 20 ▲ 2 38 0 0 211 ▲ 6

学連剣 0 0 2 1 8 ▲ 4 26 4 33 ▲ 4 42 ▲ 4 98 4 16 0 225 ▲ 3

学生ク 116 32 179 14 738 46 228 ▲ 36 1 1 0 0 0 1,262 57

高体連 482 ▲ 23 1,402 43 1,030 25 11 ▲ 2 18 2 32 1 41 5 4 0 3,020 51

居合道 217 21 241 21 277 ▲ 15 237 3 237 19 142 ▲ 4 148 ▲ 1 11 1 1,510 45

杖		 道 100 26 93 ▲ 1 116 ▲ 25 90 11 102 1 60 ▲ 1 45 2 14 1 620 14

計 4,323 ▲ 224 5,152 ▲ 69 5,130 ▲ 40 3,397 30 3,128 ▲ 103 2,430 41 3,180 132 166 2 26,906 ▲ 231

※各段位の右側の数字は前年度との会員数増減を記載しており▲は減を表わしています。

東京都における剣道段位別受審者（申込者）数の推移
剣道段位別受審者数の推移 （単位：人）
西暦 元号 初段 二段 三段 四段 五段 六段 七段 八段
1983 昭和58 8,655 5,587 3,426 2,943 1,222 646 319
1984 　　59 10,145 5,434 3,354 3,169 1,415 610 344
1985 　　60 10,141 5,245 3,173 3,258 1,487 737 364
1986 　　61 10,092 5,097 3,020 2,731 1,379 832 379
1987 　　62 7,002 4,496 2,569 2,943 1,461 726 377
1988 　　63 7,522 4,018 2,561 2,686 1,671 915 381
1989 平成元 7,334 4,260 2,415 2,711 1,753 1,029 384
1990 ２ 7,004 4,122 2,147 2,552 1,873 932 429
1991 ３ 6,979 3,965 1,834 2,763 1,777 1,188 478
1992 ４ 6,282 3,821 1,881 2,259 1,601 1,166 660
1993 ５ 6,233 3,621 1,868 2,165 1,328 1,236 623
1994 ６ 5,474 3,451 1,879 2,218 1,251 966 782
1995 ７ 4,837 3,110 1,858 2,177 1,417 1,038 557
1996 ８ 4,965 3,963 1,853 2,046 1,378 1,122 629
1997 ９ 5,144 3,369 1,653 1,922 1,282 1,160 548
1998 10 5,271 3,451 2,021 1,982 1,370 1,033 713
1999 11 5,684 3,613 1,878 1,996 1,397 1,086 623
2000 12 5,239 3,873 1,862 1,822 1,368 1,115 748
2001 13 5,477 3,707 1,898 1,867 1,227 1,135 679
2002 14 5,532 3,833 2,025 1,729 1,237 1,135 917 449
2003 15 4,635 3,947 1,794 1,698 1,410 1,258 826 442
2004 16 4,752 3,401 1,983 1,831 1,415 1,292 1,039 474
2005 17 4,507 3,336 1,963 1,811 1,445 1,337 938 487
2006 18 4,260 3,199 1,787 1,689 1,444 1,562 1,200 529
2007 19 4,063 3,015 1,544 1,719 1,400 1,576 1,112 538
2008 20 3,629 2,828 1,688 1,772 1,290 1,713 1,438 573
2009 21 3,778 2,742 1,643 1,733 1,349 1,488 1,071 538
2010 22 3,664 2,680 1,685 1,697 1,350 1,577 1,248 574
2011 23 4,500 2,637 1,682 1,527 1,239 1,444 1,095 583
2012 24 4,058 3,293 1,617 1,577 1,328 1,606 1,209 626
2013 25 3,857 2,786 1,473 1,747 1,439 1,507 1,079 750
2014 26 3,669 2,925 1,801 1,597 1,244 1,379 977 593
2015 27 3,935 2,703 1,662 1,800 1,391 1,418 1,047 656
2016 28 3,420 2,680 1,592 1,517 1,331 1,330 1,098 603
2017 29 3,304 2,508 1,452 1,488 1,321 1,374 1,087 634
2018 30 2,988 2,349 1,436 1,542 1,376 1,231 950 649
2019 令和元 2,898 2,126 1,286 1,343 1,307 1,393 1,029 649
2020 ２ 1,593 1,263 599 416 476 792 687 433
2021 ３ 2,447 1,674 1,223 989 1,019 1,192 983 490
2022 ４ 3,022 1,856 1,158 1,100 1,117 1,199 1,093 757
2023 ５ 2,728 2,146 979 1,022 1,083 1,217 1,113 853
2024	 ６ 2,478	 1,969	 1,064	 1,111	 935	 1,201	 1,063	 898	
注　段位別の受審者数は延べ人員数で表わしています。
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令和６年度加盟団体の段位別・登録者集計報告
　昨年度は各団体皆様のご理解とご協力により、団体別・段位別登録者数が明確になりました。
感謝申し上げます。
　この表を基に更に剣道人口の増加を目指し、一層の普及振興にご尽力いただきたいと思います。

令和7年3月31日現在（単位：人）

初段 （前年比） 二段 （前年比） 三段 （前年比） 四段 （前年比） 五段 （前年比） 六段 （前年比） 七段 （前年比） 八段 （前年比） 6年度 （前年比）

千代田 54 8 56 10 75 ▲ 11 105 ▲ 11 89 ▲ 8 97 ▲ 6 127 2 3 ▲ 2 606 ▲ 18

中		 央 38 ▲ 2 44 8 90 ▲ 19 105 ▲ 2 79 0 37 ▲ 10 80 6 2 ▲ 1 475 ▲ 20

台　東 33 ▲ 8 45 ▲ 3 56 ▲ 5 29 1 39 ▲ 1 39 ▲ 1 41 5 3 0 285 ▲ 12

文　京 71 6 56 7 38 5 38 11 35 ▲ 1 22 0 32 ▲ 2 0 292 26

墨　田 30 ▲ 7 29 3 54 10 40 ▲ 1 32 ▲ 3 23 ▲ 3 36 7 0 244 6

江　東 39 2 30 ▲ 20 32 2 40 2 42 ▲ 2 39 5 37 ▲ 1 2 0 261 ▲ 12

葛　飾 48 10 41 ▲ 2 65 9 58 ▲ 2 70 0 60 4 67 1 0 409 20

江戸川 79 ▲ 10 62 ▲ 3 50 ▲ 17 70 5 54 ▲ 9 62 4 54 2 4 0 435 ▲ 28

足　立 67 ▲ 6 67 0 95 6 67 ▲ 6 60 0 71 ▲ 2 85 ▲ 1 5 1 517 ▲ 8

新　宿 53 ▲ 1 61 9 79 7 26 ▲ 4 25 ▲ 7 40 0 64 3 5 0 353 7

中　野 52 ▲ 27 62 ▲ 8 44 ▲ 10 42 ▲ 1 68 ▲ 14 62 ▲ 3 79 1 5 ▲ 1 414 ▲ 63

杉　並 88 ▲ 15 112 0 69 0 50 ▲ 2 54 1 52 ▲ 1 81 1 2 0 508 ▲ 16

渋　谷 35 ▲ 3 43 ▲ 1 35 10 40 8 51 4 41 1 59 4 1 0 305 23

世田谷 128 2 96 ▲ 32 104 ▲ 5 83 ▲ 2 78 ▲ 5 62 6 85 0 8 0 644 ▲ 36

港 62 ▲ 27 78 4 42 ▲ 4 67 13 31 ▲ 11 37 2 51 2 3 0 371 ▲ 21

品　川 34 ▲ 12 31 ▲ 2 28 1 36 1 48 3 47 0 53 0 3 0 280 ▲ 9

目　黒 59 15 35 ▲ 2 35 ▲ 3 42 7 42 ▲ 5 28 2 47 4 1 0 289 18

大　田 83 12 63 ▲ 7 82 ▲ 3 92 ▲ 1 95 ▲ 4 70 2 114 5 2 0 601 4

豊　島 138 ▲ 63 103 ▲ 8 57 ▲ 13 44 ▲ 3 25 5 31 ▲ 5 48 1 1 0 447 ▲ 86

北 57 ▲ 38 71 9 54 ▲ 1 52 1 43 ▲ 5 50 3 70 1 0 397 ▲ 30

荒　川 22 ▲ 5 18 ▲ 2 24 1 28 ▲ 3 39 2 19 ▲ 1 40 0 0 190 ▲ 8

板　橋 130 54 66 6 94 5 93 0 65 ▲ 4 77 ▲ 2 109 4 6 0 640 63

練　馬 104 ▲ 15 138 ▲ 6 122 ▲ 1 96 6 66 ▲ 17 77 2 99 5 1 0 703 ▲ 26

西東京 744 ▲ 63 772 12 569 3 526 7 488 ▲ 51 511 34 724 43 15 ▲ 1 4,349 ▲ 16

警視庁 1,006 ▲ 101 872 ▲ 113 642 ▲ 16 702 26 843 20 354 28 363 25 41 3 4,823 ▲ 128

皇　宮 109 20 111 1 143 ▲ 9 37 3 17 ▲ 3 18 1 16 3 5 0 456 16

法　務 10 ▲ 3 18 1 35 9 85 6 75 0 42 ▲ 5 48 ▲ 2 0 313 6

自衛隊 12 ▲ 1 10 ▲ 2 25 ▲ 5 29 ▲ 1 25 ▲ 1 33 ▲ 3 54 3 3 1 191 ▲ 9

消防庁 6 ▲ 2 16 ▲ 6 71 ▲ 11 53 ▲ 6 34 ▲ 6 33 ▲ 1 47 0 0 260 ▲ 32

交通局 17 0 29 0 52 ▲ 2 30 ▲ 2 25 0 20 ▲ 2 38 0 0 211 ▲ 6

学連剣 0 0 2 1 8 ▲ 4 26 4 33 ▲ 4 42 ▲ 4 98 4 16 0 225 ▲ 3

学生ク 116 32 179 14 738 46 228 ▲ 36 1 1 0 0 0 1,262 57

高体連 482 ▲ 23 1,402 43 1,030 25 11 ▲ 2 18 2 32 1 41 5 4 0 3,020 51

居合道 217 21 241 21 277 ▲ 15 237 3 237 19 142 ▲ 4 148 ▲ 1 11 1 1,510 45

杖		 道 100 26 93 ▲ 1 116 ▲ 25 90 11 102 1 60 ▲ 1 45 2 14 1 620 14

計 4,323 ▲ 224 5,152 ▲ 69 5,130 ▲ 40 3,397 30 3,128 ▲ 103 2,430 41 3,180 132 166 2 26,906 ▲ 231

※各段位の右側の数字は前年度との会員数増減を記載しており▲は減を表わしています。

東京都における剣道段位別受審者（申込者）数の推移
剣道段位別受審者数の推移 （単位：人）
西暦 元号 初段 二段 三段 四段 五段 六段 七段 八段
1983 昭和58 8,655 5,587 3,426 2,943 1,222 646 319
1984 　　59 10,145 5,434 3,354 3,169 1,415 610 344
1985 　　60 10,141 5,245 3,173 3,258 1,487 737 364
1986 　　61 10,092 5,097 3,020 2,731 1,379 832 379
1987 　　62 7,002 4,496 2,569 2,943 1,461 726 377
1988 　　63 7,522 4,018 2,561 2,686 1,671 915 381
1989 平成元 7,334 4,260 2,415 2,711 1,753 1,029 384
1990 ２ 7,004 4,122 2,147 2,552 1,873 932 429
1991 ３ 6,979 3,965 1,834 2,763 1,777 1,188 478
1992 ４ 6,282 3,821 1,881 2,259 1,601 1,166 660
1993 ５ 6,233 3,621 1,868 2,165 1,328 1,236 623
1994 ６ 5,474 3,451 1,879 2,218 1,251 966 782
1995 ７ 4,837 3,110 1,858 2,177 1,417 1,038 557
1996 ８ 4,965 3,963 1,853 2,046 1,378 1,122 629
1997 ９ 5,144 3,369 1,653 1,922 1,282 1,160 548
1998 10 5,271 3,451 2,021 1,982 1,370 1,033 713
1999 11 5,684 3,613 1,878 1,996 1,397 1,086 623
2000 12 5,239 3,873 1,862 1,822 1,368 1,115 748
2001 13 5,477 3,707 1,898 1,867 1,227 1,135 679
2002 14 5,532 3,833 2,025 1,729 1,237 1,135 917 449
2003 15 4,635 3,947 1,794 1,698 1,410 1,258 826 442
2004 16 4,752 3,401 1,983 1,831 1,415 1,292 1,039 474
2005 17 4,507 3,336 1,963 1,811 1,445 1,337 938 487
2006 18 4,260 3,199 1,787 1,689 1,444 1,562 1,200 529
2007 19 4,063 3,015 1,544 1,719 1,400 1,576 1,112 538
2008 20 3,629 2,828 1,688 1,772 1,290 1,713 1,438 573
2009 21 3,778 2,742 1,643 1,733 1,349 1,488 1,071 538
2010 22 3,664 2,680 1,685 1,697 1,350 1,577 1,248 574
2011 23 4,500 2,637 1,682 1,527 1,239 1,444 1,095 583
2012 24 4,058 3,293 1,617 1,577 1,328 1,606 1,209 626
2013 25 3,857 2,786 1,473 1,747 1,439 1,507 1,079 750
2014 26 3,669 2,925 1,801 1,597 1,244 1,379 977 593
2015 27 3,935 2,703 1,662 1,800 1,391 1,418 1,047 656
2016 28 3,420 2,680 1,592 1,517 1,331 1,330 1,098 603
2017 29 3,304 2,508 1,452 1,488 1,321 1,374 1,087 634
2018 30 2,988 2,349 1,436 1,542 1,376 1,231 950 649
2019 令和元 2,898 2,126 1,286 1,343 1,307 1,393 1,029 649
2020 ２ 1,593 1,263 599 416 476 792 687 433
2021 ３ 2,447 1,674 1,223 989 1,019 1,192 983 490
2022 ４ 3,022 1,856 1,158 1,100 1,117 1,199 1,093 757
2023 ５ 2,728 2,146 979 1,022 1,083 1,217 1,113 853
2024	 ６ 2,478	 1,969	 1,064	 1,111	 935	 1,201	 1,063	 898	
注　段位別の受審者数は延べ人員数で表わしています。
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田
）

　
　
　
　
　
中
林
　
宏
文
（
大
　
田
）

　
第
三
位
　
本
田
喜
久
雄
（
自
衛
隊
）

　
　
　
　
　
上
野
　
竜
也
（
自
衛
隊
）

　
敢
闘
賞
　
橋
本
　
侑
樹
（
足
　
立
）

　
　
　
　
　
田
代
　
勇
貴
（
足
　
立
）

六
・
七
段
の
部

　
優
　
勝
　
松
沢
　
辰
彦
（
警
視
庁
）

　
　
　
　
　
海
保
　
浩
孝
（
警
視
庁
）

　
第
二
位
　
佐
々
木
　
豊
（
江
戸
川
）

　
　
　
　
　
山
嵜
　
龍
一
（
江
戸
川
）

第20回東京都形剣道大会日本剣道形演武

第73回東京都剣道大会優勝チーム警視庁

第73回全日本都道府県対抗剣道優勝大会
東京都予選会各部門優勝者
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三
将
の
部

　
優
　
勝
　
宮
本
　
敬
太
（
警
視
庁
）

　
第
二
位
　
阿
部
　
壮
己
（
警
視
庁
）

中
堅
の
部

　
優
　
勝
　
村
冨
　
聖
気
（
学
剣
連
）

　
第
二
位
　
外
山
　
大
樹
（
学
剣
連
）

五
将
の
部

　
優
　
勝
　
佐
藤
　
大
洋
（
千
代
田
）

　
第
二
位
　
松
下
　
　
聖
（
法
　
務
）

次
鋒
の
部

　
優
　
勝
　
浦
井
進
太
郎
（
専
修
大
）

　
第
二
位
　
小
山
　
真
央
（
日
　
大
）

先
鋒
の
部

　
　
　
　
　
長
谷
川
秀
吾
（
高
体
連
推
薦
）

第
二
十
回
東
京
都
少
年
剣
道
大
会

令
和
7
年
3
月
20
日

於

　東
京
武
道
館

優

　秀

　選

　手

　
　
中
　
学
　
生

　
　
　
山
本
　
佳
奈
（
練
馬
区
）

　
　
　
杉
本
　
泰
誠
（
府
中
市
）

　
　
　
伊
藤
　
月
詩
（
青
梅
市
）

　
　
　
権
瓶
　
力
毅
（
板
橋
区
）

　
　
五
・
六
年
生

　
　
　
天
内
　
一
乃
（
大
田
区
）

　
　
　
川
瀬
　
理
渡
（
練
馬
区
）

　
　
　
才
津
　
郁
翔
（
府
中
市
）

　
　
　
平
澤
　
璃
乃
（
江
戸
川
区
）

　
　
　
沖
山
　
　
丈
（
江
東
区
）

　
　
　
鈴
木
　
瑛
斗
（
江
東
区
）

　
　
　
権
瓶
美
咲
子
（
板
橋
区
）

　
　
　
佐
藤
　
希
風
（
板
橋
区
）

藤
田
　
和
幸
（
警
視
庁
）

北
城
　
　
満
（
文
　
京
）

仁
歩
　
隆
司
（
板
　
橋
）

第
三
試
合
場

八
島
　
真
彌
（
品
　
川
）

吉
野
　
　
麦
（
千
代
田
）

荒
武
　
秀
春
（
警
視
庁
）

伊
垣
　
　
誠
（
葛
　
飾
）

第
四
試
合
場

西
山
　
晶
造
（
　
港
　
）

上
田
　
秀
介
（
江
戸
川
）

安
川
　
康
雄
（
警
視
庁
）

佐
々
木
鉄
也
（
西
東
京
）

第
五
試
合
場

大
串
真
裕
美
（
台
　
東
）

平
島
　
聖
大
（
警
視
庁
）

落
合
　
弥
生
（
茨
　
城
）

副
島
　
孝
一
（
警
視
庁
）

第
六
試
合
場

河
内
　
和
也
（
警
視
庁
）

中
谷
　
明
子
（
西
東
京
）

山
中
　
佳
英
（
栃
　
木
）

仮
屋
　
道
浩
（
江
戸
川
）

第
七
試
合
場

宇
野
　
文
祥
（
自
衛
隊
）

保
　
　
清
和
（
茨
　
城
）

大
野
　
隆
弘
（
板
　
橋
）

梯
　
日
出
嗣
（
板
　
橋
）

第
八
試
合
場

日
髙
　
　
亨
（
墨
　
田
）

石
橋
　
陽
平
（
警
視
庁
）

神
崎
　
　
力
（
西
東
京
）

岡
本
　
　
徹
（
大
　
田
）

　
　
四
年
生
以
下

　
　
　
林
　
晏
次
郎
（
大
田
区
）

　
　
　
新
山
　
凜
歩
（
江
戸
川
区
）

　
　
　
飯
蓋
　
蓮
佳
（
江
東
区
）

　
　
　
藤
　
　
悠
莉
（
板
橋
区
）

第
六
十
五
回
東
京
剣
道
祭

令
和
7
年
4
月
6
日

於

　東
京
武
道
館

優
秀
試
合
者

第
一
試
合
場

鈴
木
　
隆
徳
（
台
　
東
）

土
屋
　
武
大
（
北
海
道
）

関
塚
　
直
貴
（
警
視
庁
）

佐
藤
　
国
隆
（
皇
　
宮
）

第
二
試
合
場

西
村
　
直
人
（
警
視
庁
）

４ ７ 西東京Ｑ
11 （青梅市）

８
西東京Ａ 2 ５
（小平市） ７(代)

８
11

10

西東京P ３ 2
（多摩市） １

5

8
１ 11

西東京Ｈ
９ 11 （調布市）

西東京Ｄ ０ ５
（西東京市） ６

７
西東京Ｊ ４ 西東京Ｌ
（府中市）12 2 （国分寺市）

大田区Ａ

練馬区Ａ

江戸川区

江
戸
川
区

西
東
京
Ｊ

江
戸
川
区

江東区

大田区Ｂ大
田
区
Ｂ

江
東
区

板
橋
区

練
馬
区
Ａ 新宿区Ｂ

板橋区

板
橋
区

江
東
区

板
橋
区

板
橋
区

練
馬
区
Ａ練

馬
区
Ａ

第20回東京都少年剣道大会
木刀による剣道基本技稽古法試合

第65回東京剣道祭範士の部演武
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第
十
七
回
東
京
都
女
子
年
齢
別
剣
道
大
会

令
和
7
年
5
月
24
日

於

　東
京
武
道
館

ば
ら
の
部

優
　
勝
　
髙
橋
　
実
希
（
消
防
庁
）

第
二
位
　
内
田
　
　
茜
（
西
東
京
）

第
三
位
　
桝
沢
　
悠
衣
（
法
　
務
）

第
三
位
　
堀
之
内
　
麗
（
墨
　
田
）

敢
闘
賞
　
村
川
　
緑
萌
（
皇
　
宮
）

敢
闘
賞
　
大
野
　
天
音
（
板
　
橋
）

敢
闘
賞
　
山
田
　
成
美
（
西
東
京
）

次
鋒
の
部

　
　
　
　
　
北
井
　
沙
樹
（
学
生
ク
ラ
ブ
推
薦

）

先
鋒
の
部

　
　
　
　
　
木
元
　
美
麗
（
高
体
連
推
薦
）

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣
道
競
技
選
手
選
考
会

令
和
7
年
5
月
20
日

於

　東
京
武
道
館

成
年
男
子
の
部

大
将
　
岡
本
　
和
明
（
警
視
庁
）

副
将
　
権
瓶
　
功
泰
（
警
視
庁
）

中
堅
　
遅
野
井
直
樹
（
警
視
庁
）

次
鋒
　
宮
本
　
敬
太
（
警
視
庁
）

先
鋒
　
大
平
　
翔
士
（
警
視
庁
）

成
年
女
子
の
部

大
将
　
大
串
真
裕
美
（
台
　
東
）

中
堅
　
二
宮
　
恭
子
（
西
東
京
）

先
鋒
　
佐
藤
み
の
り
（
警
視
庁
）

第
七
十
八
回
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
大
会

令
和
7
年
5
月
11
日

於

　東
京
武
道
館

準
決
勝

　
板 

橋 
区
　
４
―
１
　
中 

野 

区

　
千
代
田
区（
本
）１
―
１
　
大 

田 

区

決

　勝

　
板 

橋 

区
　
２
―
３
　
千
代
田
区

第
十
七
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道

優
勝
大
会
予
選
会

令
和
7
年
5
月
11
日

於

　東
京
武
道
館

大
将
の
部

優
　
勝
　
大
江
　
恵
美
（
警
視
庁
）

第
二
位
　
矢
野
比
路
代
（
杉
　
並
）

副
将
の
部

優
　
勝
　
大
串
真
裕
美
（
台
　
東
）

第
二
位
　
小
泉
　
葉
子
（
足
　
立
）

中
堅
・
三
将
の
部

優
　
勝
　
近
藤
　
美
洸
（
警
視
庁
）

第
二
位
　
寺
地
は
る
か
（
千
代
田
）

五
将
の
部

優
　
勝
　
佐
藤
み
の
り
（
警
視
庁
）

　
第
二
位
　
黒
木
　
未
優
（
渋
　
谷
）第17回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会予選会

各部門優勝者

第79回国民スポーツ大会
剣道競技選手選考会試合

会第17回東京都女子年齢別剣道大会ぼたんの部入賞者

第78回東京都スポーツ大会試合
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敢
闘
賞
　
久
芳
　
愛
恵
（
中
　
野
）

ひ
ま
わ
り
の
部

優
　
勝
　
奥
田
り
い
な
（
西
東
京
）

第
二
位
　
小
松
　
柔
佳
（
豊
　
島
）

第
三
位
　
石
飛
　
貴
子
（
品
　
川
）

第
三
位
　
桐
山
　
美
里
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
白
井
　
　
玲
（
杉
　
並
）

敢
闘
賞
　
齋
藤
佐
知
子
（
中
　
野
）

敢
闘
賞
　
渡
邉
　
　
優
（
江
戸
川
）

敢
闘
賞
　
横
山
　
佳
子
（
西
東
京
）

は
な
み
ず
き
の
部

優
　
勝
　
小
林
　
宏
美
（
　
北
　
）

第
二
位
　
及
川
亜
也
子
（
西
東
京
）

第
三
位
　
田
村
美
和
子
（
西
東
京
）

第
三
位
　
出
原
　
郁
枝
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
隈
部
　
香
苗
（
文
　
京
）

敢
闘
賞
　
見
市
　
三
佳
（
中
　
野
）

敢
闘
賞
　
猫
島
　
奈
美
（
　
北
　
）

敢
闘
賞
　
小
島
　
祐
子
（
西
東
京
）

ぼ
た
ん
の
部

優
　
勝
　
北
原
絵
里
子
（
西
東
京
）

第
二
位
　
柿
添
さ
ゆ
り
（
渋
　
谷
）

第
三
位
　
堀
江
　
真
希
（
中
　
野
）

第
三
位
　
井
上
　
祐
子
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
馬
場
有
希
子
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
佐
藤
　
深
雪
（
　
港
　
）

敢
闘
賞
　
工
藤
　
紀
子
（
目
　
黒
）

敢
闘
賞
　
山
本
佐
代
子
（
西
東
京
）

か
き
つ
ば
た
の
部

優
　
勝
　
村
上
美
保
子
（
西
東
京
）

第
二
位
　
新
井
　
規
子
（
中
　
野
）

第
三
位
　
森
田
三
佳
子
（
西
東
京
）

第
三
位
　
大
平
　
美
幸
（
江
戸
川
）

敢
闘
賞
　
金
成
　
聡
里
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
上
原
富
佐
江
（
世
田
谷
）

敢
闘
賞
　
小
林
　
尚
子
（
目
　
黒
）

敢
闘
賞
　
牧
　
　
美
穂
（
江
戸
川
）

ゆ
り
の
部

優
　
勝
　
髙
橋
　
晶
子
（
板
　
橋
）

第
二
位
　
山
口
　
民
子
（
新
　
宿
）

第
三
位
　
長
谷
川
礼
子
（
西
東
京
）

第
三
位
　
大
矢
根
怜
子
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
並
木
　
昭
子
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
岡
田
千
惠
子
（
練
　
馬
）

敢
闘
賞
　
吉
野
チ
エ
子
（
西
東
京
）

敢
闘
賞
　
生
方
由
紀
子
（
西
東
京
）

大
会
報
告

第
七
十
三
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道

優
勝
大
会

令
和
7
年
4
月
29
日

於

　和
歌
山
県

　
　第

　三

　位

先
　
鋒
　
長
谷
川
秀
吾
（
足
立
学
園
）

次
　
鋒
　
浦
井
進
太
郎
（
専
修
大
）

五
　
将
　
佐
藤
　
大
洋
（
千
代
田
）

中
　
堅
　
村
冨
　
聖
気
（
学
剣
連
）

三
　
将
　
宮
本
　
敬
太
（
警
視
庁
）

副
　
将
　
岩
川
　
　
力
（
　
港
　
）

大
　
将
　
原
田
　
　
悟
（
警
視
庁
）

二
回
戦
　
東
京
都
　
5
―
0
　
山
口
県

三
回
戦
　
東
京
都
　
５
―
２
　
香
川
県

四
回
戦
　
東
京
都（
本
）２
―
２
　
熊
本
県

都
立
篠
崎
　
１
―
３
　
東
海
大
高
輪
台

正
則
学
園
　
３
―
０
　
杉
並
学
院

京
　
　
華
　
０
―
３
　
明
大
中
野

駒
澤
大
学
　
０
―
１
　
東
海
大
菅
生

都
立
八
王
子
東
　
０
―
３
　
足
立
学
園

　
準
々
決
勝

郁 

文 

館
　
２
―
０
　
国 

士 

舘

攻 

玉 

社
　
２
―
２（
本
）東
海
大
高
輪
台

正
則
学
園
　
１
―
2
　
明
大
中
野

東
海
大
菅
生
　
１
―
１（
代
）足
立
学
園

　
準
決
勝

郁 

文 

館（
本
）２
―
２
　
東
海
大
高
輪
台

明
大
中
野
　
２
―
１
　
足
立
学
園

　
決
勝郁 

文 

館
　
０
―
０（
代
）明
大
中
野

女
子
の
部

　
ベ
ス
ト
16

淑
徳
巣
鴨
　
５
―
０
　
都
立
駒
場

吉
祥
女
子
　
０
―
３
　
日
体
大
桜
華

桜 

美 

林
　
０
―
３
　
都
立
青
梅
総
合

鷗
友
学
園
女
子
　
０
―
５
　
東
海
大
高
輪
台

東
海
大
菅
生
　
４
―
０
　
都
立
晴
海
総
合

新
渡
戸
文
化
　
０
―
３
　
駒
澤
大
学

都
立
深
川
　
４
―
１
　
十 

文 

字

明
　
　
星
　
０
―
５
　
修
　
　
徳

　
準
々
決
勝

淑
徳
巣
鴨
　
４
―
０
　
日
体
大
桜
華

都
立
青
梅
総
合
　
０
―
３
　
東
海
大
高
輪
台

東
海
大
菅
生
　
２
―
０
　
駒
澤
大
学

都
立
深
川
　
０
―
２
　
修
　
　
徳

　
準
決
勝

淑
徳
巣
鴨
　
３
―
０
　
東
海
大
高
輪
台

東
海
大
菅
生
　
１
―
０
　
修
　
　
徳

準
決
勝
　
東
京
都
　
２
―
２（
本
）千
葉
県

優
秀
選
手

　
　
　
原
田
　
　
悟
（
警
視
庁
）

高

体

連

大

会

高

体

連

大

会

令
和
６
年
度
東
京
都
高
等
学
校
新
人
剣
道
大
会

東
京
都
予
選
会

令
和
7
年
1
月
18
日

於

　東
京
武
道
館

男
子
の
部

　
ベ
ス
ト
16

郁 

文 
館
　
３
―
０
　
日 

大 

三

都
立
上
水
　
０
―
４
　
国 

士 

舘

國
學
院
久
我
山
　
２
―
３
　
攻 

玉 

社 第73回全日本都道府県対抗剣道優勝大会第3位
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女
子
の
部

山
野（
修
　
徳
）　
―
メ
　

中
原（
淑
徳
巣
鴨
）

　
準
決
勝

小
関（
淑
徳
巣
鴨
）　
コ

―
　
小
沼（
淑
徳
巣
鴨
）

木
元（
淑
徳
巣
鴨
）　
コ

―
　
中
原（
淑
徳
巣
鴨
）

　
決
勝

小
関（
淑
徳
巣
鴨
）　
ド

―
　
木
元（
淑
徳
巣
鴨
）

第
72
回
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会

令
和
７
年
６
月
７
・
８
日

於

　茨
城
県

団
体
の
部

　
男
子
の
部

優
勝
　
郁
文
館
高
等
学
校

　
決
勝淑

徳
巣
鴨
　
２
―
１
　
東
海
大
菅
生

令
和
7
年
度
東
京
都
高
等
学
校
春
季
剣
道
大
会

兼
関
東
大
会
予
選

令
和
7
年
4
月
26
・
27
日

於

　東
京
武
道
館

男
子
の
部

　
ベ
ス
ト
16

明
大
中
野
　
３
―
１
　
國
學
院
久
我
山

京
　
　
華
　
２
―
２（
本
）攻 
玉 
社

正
則
学
園
　
０
―
１
　
都
立
富
士

杉
並
学
院
　
２
―
１
　
東
海
大
高
輪
台

足
立
学
園
　
２
―
０
　
都
立
上
水

都
立
八
王
子
東
　
０
―
４
　
国 

士 

舘

東
海
大
菅
生（
代
）２
―
２
　
日 

大 

三

駒
澤
大
学
　
０
―
２
　
郁 

文 

館

　
準
々
決
勝

明
大
中
野
　
２
―
１
　
攻 

玉 

社

都
立
富
士（
代
）１
―
１
　
杉
並
学
院

足
立
学
園
　
１
―
３
　
国 

士 

舘

東
海
大
菅
生
　
１
―
２
　
郁 

文 

館

　
準
決
勝

明
大
中
野（
代
）０
―
０
　
都
立
富
士

国 

士 

舘
　
３
―
１
　
郁 

文 

館

　
決
勝明

大
中
野
　
１
―
０
　
国 

士 

舘

女
子
の
部

　
ベ
ス
ト
16

淑
徳
巣
鴨
　
５
―
０
　
十 

文 

字

関
東
第
一
　
０
―
４
　
都
立
深
川

日 

大 

三
　
２
―
０
　
明
　
　
星

日
体
大
荏
原
　
０
―
４
　
修
　
　
徳

東
海
大
高
輪
台
　
２
―
１
　
新
渡
戸
文
化

鷗
友
学
園
女
子
　
０
―
５
　
駒
澤
大
学

都
立
青
梅
総
合
　
３
―
０
　
都
立
晴
海
総
合

桜 

美 

林
　
０
―
３
　
東
海
大
菅
生

　
準
々
決
勝

淑
徳
巣
鴨
　
４
―
０
　
都
立
深
川

日 

大 

三
　
０
―
４
　
修
　
　
徳

東
海
大
高
輪
台
　
２
―
１
　
駒
澤
大
学

都
立
青
梅
総
合
　
０
―
４
　
東
海
大
菅
生

　
準
決
勝

淑
徳
巣
鴨
　
３
―
０
　
修
　
　
徳

東
海
大
高
輪
台
　
０
―
２
　
東
海
大
菅
生

　
決
勝淑

徳
巣
鴨
　
２
―
０
　
東
海
大
菅
生

令
和
7
年
度

関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会
個
人
東
京
都
予
選

令
和
7
年
5
月
10
日

於

　東
京
武
道
館

男
子
の
部

　
準
々
決
勝

板
橋（
本
　
郷
）　
―
ツ
　
長
谷
川（
足
立
学
園
）

佐
藤（
明
　
星
）　
―
コ
　
久
保
木（
郁
文
館
）

田
村（
郁
文
館
）　
メ

―
　
城
ケ
崎（
正
則
学
園
）

内
藤（
郁
文
館
）メ
メ

―
　
松
本（
東
海
大
菅
生
）

　
準
決
勝

長
谷
川（
足
立
学
園
）　
―
メ
　
久
保
木（
郁
文
館
）

田
村（
郁
文
館
）　
メ

―
　
内
藤（
郁
文
館
）

　
決
勝

久
保
木（
郁
文
館
）　
―
メ
　

田
村（
郁
文
館
）

女
子
の
部

　
準
々
決
勝

宇
山（
修
　
徳
）　
―
ド
　

小
関（
淑
徳
巣
鴨
）

小
沼（
淑
徳
巣
鴨
）　
メ

―
　
宮
坂（
都
立
深
川
）

木
元（
淑
徳
巣
鴨
）　
メ

―
　
下
川（
日
体
大
桜
華
）
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全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
優
勝

全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
優
勝

　都
知
事
を
表
敬
訪
問

東
京
剣
連
だ
よ
り
97
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
通
り
、
昨
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ

た
第
72
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
、
第
63
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
で
、
東

京
都
代
表
の
竹
ノ
内
佑
也
選
手
（
警
視
庁
）、
近
藤
美
洸
選
手
（
警
視
庁
）
が
、
見
事
、

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
男
女
と
も
東
京
都
の
選
手
が
制
覇
す
る
と
い
う
快
挙
を
東
京
都
知

事
に
報
告
す
る
た
め
、
１
月
20
日
、
竹
ノ
内
選
手
、
近
藤
選
手
が
、
千
葉
胤
道
会
長
と

と
も
に
小
池
百
合
子
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
東
京
都
剣
道
連
盟
か
ら
は
、
太
田

健
一
郎
副
会
長
、
久
保
木
優
副
会
長
兼
専
務
理
事
、
平
尾
泰
常
任
理
事
も
同
道
し
ま
し

た
。訪

問
の
場
に
は
、
小
池
知
事
の
他
に
、
都
議
会
議
員
、
都
庁
幹
部
も
同
席
さ
れ
、
一

同
、
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
竹
ノ
内
選
手
か
ら
、
10
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
の

報
告
、
近
藤
選
手
か
ら
は
出
場
10
回
目
に
し
て
の
念
願
の
初
優
勝
の
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ

な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
小
池
知
事
か
ら
は
、
両
選
手
と
も
警
視
庁
の
警
察
官
と
い
う
こ
と
に

触
れ
、東
京
都
民
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
局
の
方
か
ら
は
、
警
視
庁
の
選
手
の
１
日
に
つ
い
て
活
発
な

質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
稽
古
漬
け
の
様
子
を
聞
い
て
大
変
驚
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

両
選
手
か
ら
は
、
今
年
の
大
会
へ
の
抱
負
も
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
記
念
撮
影
を
し
て

表
敬
訪
問
を
終
え
ま
し
た
。



161618 17

剣
道
範
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

髙
寺
恒
穗
　
72
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
学
習
院
大
学
剣
道
部
師
範

　
　
　
　
　
出
身
地
　
千
葉
県

　
　
　
　
　

寺
地
賢
二
郎
　
62
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
大
学
職
員

　
　
　
　
　
出
身
地
　
鹿
児
島
県

　
　
　
　
　
座
右
の
銘
「
交
剣
知
愛
」

杖
道
範
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

森
井
美
津
男
　
74
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
無
職

　
　
　
　
　
出
身
地
　
静
岡
県

　
　
　
　
　
座
右
の
銘
「
百
錬
自
得
」

剣
道
八
段
︵
5
月
1
日
於
京
都
府
︶

中
村
孝
則
　
60
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・
美
食
評
論
家

　
　
　
　
　
出
身
地
　
神
奈
川
県

　
　
　
　
　
座
右
の
銘
「
明
歴
々
露
堂
々
」

剣
道
八
段
︵
5
月
2
日
於
京
都
府
︶

黒
田
英
寿
　
58
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
学
校
職
員

　
　
　
　
　
出
身
地
　
東
京
都

　
　
　
　
　
座
右
の
銘
「
一
剣
幸
國
」

山
下
　
亮
　
51
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
警
察
官

　
　
　
　
　
出
身
地
　
千
葉
県
市
川
市

　
　
　
　
　
座
右
の
銘
「
敬
天
愛
人
」

唯
志
・
小
野
貴
博
【
目
黒
】
末
吉
和

昭
・
白
石
和
人
【
大
田
】
堀
内
理
【
北
】

佐
々
野
佑
介
・
櫻
井
和
子
・
能
瀬
英
明

【
荒
川
】
池
田
光
希
【
練
馬
】
三
上
智

洋
・
前
野
俊
郎
・
本
多
憲
一
郎
【
西
東

京
】
内
田
茜
・
平
澤
大
河
・
小
澤
彰
・

内
野
大
輔
・
古
山
精
史
朗
・
小
島
祐
子
・

土
井
杏
子
・
戸
谷
裕
子
・
濵
口
雄
二
・

松
本
義
弘
・
山
口
望
・
尾
作
美
智
代
・

中
西
靖
裕
・
平
林
幸
盛
・
中
村
謙
吾
・

小
池
光
春
・
深
沢
裕
・
住
谷
弾
・
渡
邉

輝
夫
・
柴
村
哲
治
・
齋
藤
多
聞
・
加
藤

大
介
・
池
上
隆
・
中
世
古
篤
之
・
千
葉

次
男
【
警
視
庁
】
加
納
彰
大
・
柑
子
木

稔
・
藤
間
俊
輔
・
松
田
晃
茂
・
田
川
宗

樹
・
子
島
和
人
・
泉
由
美
子
・
金
井
智

彦
・
江
川
博
志
・
渡
邊
克
寿
・
池
本
盛

一
・
伊
藤
高
歩
・
大
沼
孝
・
山
脇
勝
也

【
自
衛
隊
】
児
玉
拓
弥
・
石
井
勝
隆
・

中
原
昭
裕
【
消
防
庁
】
沼
沢
光
夫
・
遠

藤
正
大
【
学
連
剣
】
河
野
達
朗
【
高
体

連
】
山
下
剛

居
合
道
七
段
︵
3
月
2
日
於
京
都
府
︶

小
澤
一
也
・
安
藤
圭
介
・
笹
本
啓
明
・

小
澤
裕
花

居
合
道
六
段
︵
3
月
2
日
於
京
都
府
︶

田
中
伸
明
・
海
寳
丈
彰
・
下
田
正
信
・

新
垣
愛
・
佐
藤
逸
郎
・
齋
藤
幸
雄
・
林

理
枝
・
松
島
昇
・
松
本
修

剣
道
六
段
︵
4
月
29
日
於
京
都
府
︶

【
千
代
田
】
松
浦
嗣
人
・
深
山
小
兵
衛

竹
松
康
之

剣
道
七
段
︵
2
月
15
日
於
山
梨
県
︶

【
千
代
田
】
磯
部
康
人
・
古
手
川
高
志
・

土
井
謙
二
【
中
央
】
竹
原
一
樹
・
吉
田

安
宏
・
小
林
秀
達
【
台
東
】
榎
本
充
宏

【
江
東
】
高
畑
清
吾
【
新
宿
】
板
井
克

己
・
加
藤
秀
隆
・
牧
元
和
憲
【
中
野
】

栗
原
文
夫
【
杉
並
】
立
石
詩
織
【
渋
谷
】

有
田
俊
介
・
竹
村
恭
一
【
港
】
大
村
径
・

牧
草
浩
之
【
品
川
】
田
栗
康
徳
【
大
田
】

杉
浦
佳
夫
【
北
】
平
石
清
和
【
板
橋
】

坂
口
節
子
【
西
東
京
】
神
保
雄
・
飛
永

亜
希
子
・
下
宮
一
晃
・
佐
野
正
行
・
川

上
彰
・
嘉
規
邦
伸
・
長
谷
川
三
千
夫
・

吉
田
秀
雄
・
井
上
日
出
夫
・
西
浦
康
雄
・

松
原
彰
士
【
警
視
庁
】
關
将
太
・
今
濵

真
太
郎
・
乙
訓
和
行
・
星
原
将
巳
・
左

右
田
貴
広
【
法
務
】
阿
部
真
悟
【
自
衛

隊
】
常
田
誠
・
遠
藤
英
隆
【
学
連
剣
】

小
澤
哲
也
・
鈴
木
秀
範
【
高
体
連
】
増

田
太
郎
・
緑
川
智
也
・
橋
爪
仁
志
・
郡

茂
登
子

剣
道
六
段
︵
2
月
16
日
於
山
梨
県
︶

【
千
代
田
】
阿
南
隼
人
・
細
川
実
佳
【
台

東
】
片
岡
奨
太
・
田
村
準
樹
【
墨
田
】

酒
井
悠
一
【
江
東
】
留
野
陽
介
【
葛
飾
】

久
保
陽
子
・
小
田
真
弘
【
足
立
】
濱
本

道
徳
【
新
宿
】
増
田
幸
正
・
松
永
紘
作

【
杉
並
】
別
筒
理
佳
・
井
上
史
彦
・
畠

山
理
仁
・
吉
田
強
【
渋
谷
】
岡
田
裕
志

【
世
田
谷
】
髙
田
紳
・
森
本
里
香
【
港
】

森
山
英
司
・
今
村
哲
也
【
品
川
】
東
出

杖
道
八
段
︵
1
月
24
日
於
東
京
都
︶

萩
原
太
郎
　
75
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
無
職

　
　
　
　
　
出
身
地
　
東
京
都
渋
谷
区

　
　
　
　
　
座
右
の
銘
「
精
力
善
用
・
自

他
共
栄
の
心
を
持
っ
て
、
生
涯
武
道
・
無
心
無
構

の
境
地
を
目
指
し
て
勉
強
・
稽
古
し
て
参
り
ま
す
」

藤
原
敏
成
　
69
歳

　
　
　
　
　
職
　
業
　
無
職

　
　
　
　
　
出
身
地
　
大
分
県
別
府
市

　
　
　
　
　
座
右
の
銘
「
一
寸
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず

」

杖
道
七
段
︵
1
月
24
日
於
東
京
都
︶

河
村
豪
祐
・Jeff	BRO
D
ERICK

・
髙

羽
知
紀
・
入
江
美
雪

杖
道
六
段
︵
1
月
24
日
於
東
京
都
︶

竹
内
正
幸
・
野
﨑
明

剣
道
七
段
︵
2
月
1
日
於
福
岡
県
︶

【
豊
島
】
上
原
健
一
【
自
衛
隊
】
小
湊

克
裕剣

道
六
段
︵
2
月
2
日
於
福
岡
県
︶

【
大
田
】
髙
岡
翼
【
自
衛
隊
】
田
中
伴

幸
剣
道
七
段
︵
2
月
11
日
於
沖
縄
県
︶

【
中
央
】
石
津
賢
人
【
世
田
谷
】
池
原

卓
剣
道
六
段
︵
2
月
11
日
於
沖
縄
県
︶

【
台
東
】
石
川
広
明
【
世
田
谷
】
小
見

山
一
【
練
馬
】
川
越
政
雄
【
西
東
京
】

称
号
・
六
段
以
上
合
格
者
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【
台
東
】
山
田
麻
希
【
葛
飾
】
川
村
光

利
【
中
野
】
鈴
木
亜
紀
・
淺
野
篤
郎

【
杉
並
】
橋
爪
修
身
【
世
田
谷
】
安
達

弘
通
【
港
】
髙
田
勝
寿
【
板
橋
】
八
本

充
浩
・
露
木
延
夫
【
警
視
庁
】
平
田
哲

大
剣
道
七
段
︵
4
月
30
日
於
京
都
府
︶

【
葛
飾
】
中
村
弘
伸
【
品
川
】
佐
藤
隆

祐
【
西
東
京
】
定
榮
弘
三
【
警
視
庁
】

遅
野
井
直
樹

杖
道
錬
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

河
辺
喜
隆
・
喜
入
冬
子
・
佛
井
淑
子
・

中
川
敏
昭

杖
道
教
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

佐
藤
健
一
・
長
濵
美
知
子

居
合
道
錬
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

白
山
慎
・
佐
藤
利
子
・
宮
原
康
代
・
𠮷

川
尚
亮
・
信
太
信
隆
・
望
月
隆
・
門
間

英
文居

合
道
教
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

斎
数
真
人

剣
道
錬
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

【
千
代
田
】
鶴
海
翔
太
・
祖
父
江
五
月

【
中
央
】
木
村
勇
介
・
森
山
貴
晶
【
台

東
】
許
礼
恩
・
平
田
隆
幸
・
赤
堀
則
行

【
墨
田
】
浅
野
文
亮
・
深
川
正
己
【
江

東
】
山
崎
正
道
【
葛
飾
】
市
川
奈
代
子
・

田
代
幸
長
【
新
宿
】
長
谷
川
光
【
中
野
】

武
藤
和
代
・
西
村
厘
・
丸
茂
研
【
杉
並
】

吉
田
拓
也
・
中
田
泰
久
【
港
】
永
井
美

耶
子
・
河
田
正
俊
・
小
松
﨑
寛
【
大
田
】

澤
井
功
・
吉
田
文
彦
【
練
馬
】
長
井
政

明
・
岡
本
祐
介
【
西
東
京
】
井
上
和
也
・

原
島
雅
人
・
瀧
原
和
久
・
瀬
野
尾
晃
弘
・

大
谷
純
・
小
松
原
茂
・
吉
川
健
司
・
雨

宮
正
明
・
土
居
直
彦
・
小
野
間
弘
・
濵

田
英
敏
・
小
山
則
夫
・
脇
谷
裕
一
・
布

施
隆
文
【
警
視
庁
】
髙
須
智
之
・
梶
原

浩
樹
・
岡
元
健
太
・
梅
澤
健
太
・
吉
田

直
喜
・
白
井
功
次
・
藤
江
修
大
・
牧
学
・

平
尾
淳
一
・
吉
田
誠
司
【
法
務
】
吉
見

健
太
郎
【
自
衛
隊
】
森
尾
健
児
・
真
柴

智
樹
・
宮
野
恭
行
・
佐
々
木
重
雄
【
高

体
連
】
小
野
口
克
己

剣
道
教
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

【
千
代
田
】
加
藤
賢
次
【
台
東
】
渥
美

郁
男
【
文
京
】
紺
野
千
恵
子
・
羽
田
郁

雄
【
江
東
】
ギ
ブ
ソ
ン
ス
チ
ユ
ア
ー
ト
・

河
上
昌
弘
【
葛
飾
】
髙
橋
輝
【
江
戸
川
】

多
米
健
一
【
足
立
】
山
下
健
也
【
新
宿
】

中
村
豊
樹
【
中
野
】
新
井
規
子
【
渋
谷
】

菊
地
美
紀
・
肥
後
真
美
【
港
】
黒
神
靖

之
【
北
】
和
田
宗
春
【
練
馬
】
端
本
謙

一
【
西
東
京
】
福
田
知
広
・
和
久
田
聖
・

荒
井
裕
幸
・
清
水
賢
二
・
小
瀬
雄
三
・

四
釜
博
俊
・
石
黒
健
司
・
田
島
修
一
・

清
水
康
雄
・
西
村
浩
・
三
沢
健
治
【
警

視
庁
】
青
木
英
治
・
林
雄
貴
・
内
山
拓

也
・
中
島
宏
晃
・
太
田
和
洋
・
久
木
山

満
美
・
辻
義
之
・
加
藤
孝
雄
【
自
衛
隊
】

稲
富
誠
一
郎
【
交
通
局
】
吉
留
勝
【
学

連
剣
】
星
野
喜
代
広
・
柳
田
要
一
・
根

木
正
次

剣
道
七
段
︵
5
月
10
日
於
愛
知
県
︶

【
千
代
田
】
三
宅
俊
輔
・
勝
山
毅
・
玉

井
俊
伊
【
中
央
】
宮
城
嗣
也
・
吉
田
鈴

夫
【
文
京
】
髙
橋
和
法
【
墨
田
】
深
川

正
己
【
葛
飾
】
伊
垣
諒
・
花
田
大
作

【
足
立
】
久
保
木
柾
仁
【
中
野
】
村
上

志
眞
・
田
中
友
香
・
歯
朶
伸
明
・
大
重

史
朗
・
田
中
忍
【
杉
並
】
中
西
光
一
郎

【
渋
谷
】
髙
橋
重
貴
【
港
】
住
崎
誠
洋
・

藤
原
元
【
大
田
】
若
山
泰
輔
【
北
】
猪

野
新
一
郎
・
寺
田
雅
夫
【
板
橋
】
髙
橋

晶
子
【
練
馬
】
星
野
高
弘
【
西
東
京
】

大
野
重
幸
・
川
口
馨
史
・
佐
々
木
裕
之
・

万
城
目
稔
・
栗
原
宏
之
【
警
視
庁
】
近

藤
浩
貴
・
日
野
正
稔
・
桑
嶋
康
雄
【
消

防
庁
】
小
松
勇
一
【
学
連
剣
】
吉
本
英

樹
・
渡
辺
　
隆

剣
道
六
段
︵
5
月
11
日
於
愛
知
県
︶

【
千
代
田
】
吉
武
祐
生
【
中
央
】
武
井

隆
之
【
墨
田
】
小
林
正
裕
・
佐
藤
千
秋

【
葛
飾
】
丸
家
光
太
【
江
戸
川
】
二
瓶

淳
【
足
立
】
髙
野
勇
治
【
中
野
】
Ｒ
ｏ

ｄ
Ｊ
ａ
ｎ
・
山
野
辺
一
徳
・
山
野
辺
勧

二
・
篠
原
順
子
【
世
田
谷
】
森
本
奈
緒

子
・
礒
野
敦
子
【
港
】
白
谷
征
也
【
品

川
】
髙
野
春
樹
・
浅
賀
耕
太
郎
【
目
黒
】

滝
沢
憲
弘
【
大
田
】
齋
藤
禎
久
【
板
橋
】

杉
山
貴
紀
・
李
品
瑢
【
練
馬
】
洒
井
雅

博
・
大
塚
恵
味
・
深
津
貴
夫
・
三
輪
明

史
・
村
田
里
美
【
西
東
京
】
貝
塚
泰
紀
・

二
宮
恭
子
・
佐
藤
和
弘
・
矢
島
秀
一
・

茂
木
信
一
郎
・
林
逸
夫
【
警
視
庁
】
横

田
幸
輝
・
宮
本
敬
太
・
渡
會
竜
也
・
村

松
俊
・
髙
橋
慶
太
・
大
和
田
好
行
・
保

坂
功
【
法
務
】
佐
々
木
佳
佑
【
自
衛
隊
】

柏
崎
顕
士

剣
道
四
・
五
段
審
査
会

（
2
月
1
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

【
千
代
田
】
古
田
真
平
・
長
濵
美
知
子

【
中
央
】
黒
田
一
輝
・
佐
藤
真
一
【
台

東
】
廣
瀨
壮
一
郎
【
文
京
】
寺
本
樹
里

【
葛
飾
】
川
上
真
輝
・
佐
藤
里
紗
・
竹

内
陽
子
【
江
戸
川
】
関
口
拓
【
足
立
】

悪
原
賢
・
葦
原
史
祟
【
中
野
】
木
村
健

一
郎
【
杉
並
】
佐
野
純
子
・
髙
橋
博
・

菅
原
純
子
【
渋
谷
】
尾
野
大
成
・
渡
辺

孝
行
・
東
島
孝
吉
【
世
田
谷
】
西
口
真

琴
・
田
中
克
実
・
堀
江
真
希
・
荒
木
邦

彦
・
西
山
廣
【
港
】
黒
川
大
樹
・
細
川

修
平
【
品
川
】
中
村
隆
文
・
佐
藤
仁

【
大
田
】
田
中
裕
太
郎
・
田
上
貴
裕
・

ア
ザ
マ
ッ
ト
ク
ミ
コ
フ
・
坂
本
昇
・
牧

野
正
裕
・
瀬
尾
孝
行
・
市
原
典
子
・
髙

木
強
・
飯
田
加
珠
子
【
豊
島
】
藤
野
麗

太
・
鈴
木
秀
和
【
荒
川
】
前
原
光
鶴
扇

【
板
橋
】
笹
木
智
子
・
小
林
規
全
・
永

見
美
砂
子
・
荒
川
弘
明
【
西
東
京
】
二

ツ
森
飛
鳥
・
岩
邊
誠
一
・
山
田
成
美
・

河
合
信
太
朗
・
中
塚
諒
介
・
小
室
源
樹
・

田
嶋
友
美
・
大
山
知
里
・
尾
花
千
春
・

佐
原
裕
士
・
山
口
幸
太
郎
・
寺
井
正
樹
・
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内
木
庸
隆
・
御
澤
勝
将
・
香
山
美
濃

利
・
矢
野
陽
介
・
白
戸
憲
也
・
溝
井
英

行
・
佐
藤
武
史
・
荻
田
都
季
江
・
西
川

直
宏
・
平
澤
豊
・
長
田
周
一
郎
・
加
藤

研
郎
・
中
島
義
治
・
平
井
隆
・
平
井
潤
・

小
俣
日
出
男
・
宇
田
川
明
美
【
警
視
庁
】

廣
田
千
陽
【
皇
宮
】
寄
田
直
寿
【
自
衛

隊
】
山
中
勇
輝
・
平
林
雄
太
・
西
谷
昌

幸
【
消
防
庁
】
井
上
成
昭
・
櫻
庭
義
丈

【
学
連
剣
】
齋
藤
海
晟
・
渡
邊
徳
明
【
高

体
連
】
宮
本
泰
嵩
・
石
橋
太
加
志
【
ア

メ
リ
カ
】
松
山
美
枝
子

四
段
合
格
者

【
千
代
田
】
吉
田
右
恭
・
渡
邉
俊
介
・

名
取
正
人
【
中
央
】
小
川
隆
志
・
森
裕

道
【
台
東
】
金
成
伸
紘
・
村
山
秀
輝

【
文
京
】
篠
崎
立
成
・
今
野
晶
仁
【
墨

田
】
大
須
賀
開
【
葛
飾
】
小
野
寺
明
代
・

関
本
督
【
江
戸
川
】
柳
川
瑠
奈
・
佐
々

木
穂
・
松
本
脩
佑
・
平
澤
綾
子
・
永
吉

浩
二
・
市
川
哲
也
【
足
立
】
佐
々
木
直

人
【
新
宿
】
青
木
祐
也
【
中
野
】
小
川

智
大
・
齋
藤
柱
導
【
杉
並
】
郡
司
康
太

郎
・
本
多
圭
佑
・
大
石
茂
【
渋
谷
】
伊

藤
玄
也
・
木
村
圭
佑
・
副
島
達
朗
・
福

住
有
紗
【
世
田
谷
】
丸
山
聖
樹
・
風
晴

友
吾
・
黒
木
圭
太
・
武
石
由
貴
子
・
伊

豫
田
政
孝
【
港
】
近
藤
星
也
・
髙
嶋
清

奎
・
山
村
颯
一
郎
・
井
手
奈
月
・
阿
部

昌
利
【
品
川
】
髙
野
照
久
・
中
尾
康
明

【
目
黒
】
佐
藤
浩
作
・
若
松
征
剛
【
大

田
】
中
井
凜
果
・
近
裕
太
・
今
西
好
海
・

満
江
陵
太
・
田
中
智
徳
・
ア
ザ
マ
ッ
ト

ウ
ル
バ
シ
ェ
フ
・
中
村
士
郎
【
豊
島
】

今
井
幸
太
・
前
澤
銀
惠
【
北
】
大
地
貴

之
・
今
村
圭
子
・
平
勝
己
・
松
原
三
香

【
板
橋
】
尾
﨑
浩
太
郎
・
粟
井
駿
・
喜

屋
武
克
哲
【
練
馬
】
中
園
奈
歩
・
本
多

桃
子
・
宮
﨑
海
帆
・
小
川
敬
祐
・
坂
英

樹
・
古
川
和
恵
・
中
川
洋
行
・
吉
岡
錠

治
・
渡
邉
新
・
奥
村
吾
郎
【
西
東
京
】

佐
藤
龍
馬
・
木
村
勇
斗
・
谷
合
優
希

菜
・
佐
々
木
千
紘
・
冨
士
川
吉
穂
・
畑

中
佑
介
・
髙
島
悠
・
小
川
達
也
・
伊
藤

亜
沙
日
・
西
原
綾
太
・
星
野
咲
希
・
荻

原
大
希
・
栁
沼
勇
作
・
川
上
光
子
・
宮

出
純
・
横
山
佳
子
・
唐
津
剛
麿
・
米
野

洋
平
・
加
藤
恭
央
・
栗
原
淳
二
・
坂
田

恵
・
大
木
貴
博
・
佐
藤
竜
亮
・
熊
本
美

栄
・
ル
ー
ス
希
・
武
末
明
雄
【
警
視
庁
】

黒
澤
翔
矢
・
野
口
隼
・
由
井
宏
樹
・
横

山
泰
生
【
自
衛
隊
】
久
松
聖
昂
・
田
村

航
太
郎
・
松
山
貴
成
【
消
防
庁
】
大
﨑

慎
也
【
学
連
剣
】
宮
本
莉
子
【
学
生
ク
】

吉
田
智
奈
・
井
出
悠
希
・
菅
野
吉
優
・

横
井
魁
秀
・
宮
久
保
極
・
宇
野
海
音
・

辻
田
利
樹
亜
・
鈴
木
陽
・
今
井
翔
悟
・

仲
村
悠
希
・
長
野
哲
平
・
川
島
尊
琉
・

石
崎
裕
士
・
大
野
優
太
・
藤
井
幹
大
・

多
並
怜
史
・
山
本
蓮
・
阿
部
林
太
朗
・

箭
内
彩
人
・
北
山
真
也
・
髙
橋
剣
太
・

坂
上
昇
太
・
栗
林
凜
太
郎
・
安
部
颯
馬
・

蓑
輪
圭
史
郎
・
石
谷
晃
一
・
山
本
千
裕

｢

も
う
一
息
の
受
審
者｣

五
　
段

103 6
114 13
123 14
137 19
151 27
157 30
204 40
231 47
234 48
242 57
245 59

62
90
93
99

四
　
段

155 2
156 17
160 21
161 28
174 39
177 42
179 58
306 65
314 81
325 83
343 94
345 113
355 140
377 144
384 153

杖
道
四
・
五
段
審
査
会

（
3
月
15
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

青
木
哲
也
・
早
坂
明
哲

四
段
合
格
者

福
冨
天
斗
・
前
野
秀
明
・
石
井
良
三
・

滝
澤
賢
・
島
直
紀
・
荒
木
田
将
毅
・
澤

井
弘
昌
・
今
村
行
夫
・
塚
田
幸
一
・
大

石
肇
・
塩
瀬
学
・
菅
聖
二
・
藤
井
徹
・

田
島
通
夫
・
永
田
宋
典

｢

も
う
一
息
の
受
審
者｣

五
　
段

3
7

四
　
段

2
12
17
24

居
合
道
四
・
五
段
審
査
会

（
3
月
22
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

佐
藤
平
・
福
永
靖
史
・
雷
衍
亭
・
石
垣

雄
太
朗
・
奥
田
恭
一
・
ア
ー
ロ
ン
ベ
ラ
・

小
森
真
樹
・
鍋
島
祐
一
・
萱
島
真
・
西

條
敦
勇
・
梁
瓌
獻
・
髙
橋
長
地

四
段
合
格
者

秋
山
幸
治
・
秋
山
優
希
・
関
ジ
ュ
リ
ア

ス
・
古
澤
智
裕
・
久
間
木
尚
之
・
原
幸

一
・
中
美
恵
子
・
髙
橋
直
子
・
赤
尾
和

子
・
田
近
利
夫
・
張
月
鏵
・
大
上
幸
二
・

栗
原
敏
夫

｢

も
う
一
息
の
受
審
者｣

五
　
段

3
14
18
23
28
30

四
　
段

5
16
26
30
31
34
35
42
43
46

剣
道
四
・
五
段
審
査
会

（
4
月
20
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

【
千
代
田
】
藤
井
俊
輔
・
藤
川
智
也
・

髙
原
悠
佑
【
中
央
】
稗
田
悠
人
【
墨
田
】

稲
田
利
彦
【
江
東
】
金
子
晃
・
大
橋
加

奈
子
【
足
立
】
安
田
慶
次
郎
・
吉
越
通

晴
【
中
野
】
浅
香
樹
・
田
原
和
弘
・
灰
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20 19

住
智
子
【
杉
並
】
米
津
比
御
【
品
川
】

木
下
尚
雅
・
中
根
舞
香
・
青
木
千
陽

【
大
田
】
山
口
遥
玄
・
小
野
愛
美
・
秋

元
健
之
・
稲
永
哲
二
【
豊
島
】
山
神
京

介
・
本
木
忍
【
北
】
野
川
大
気
・
田
中

晋
太
郎
【
板
橋
】
齋
藤
優
奈
・
横
山
雄

太
・Jun	H

EN
IN

・
小
林
孝
次
【
練
馬
】

嶋
﨑
武
夫
【
西
東
京
】
青
木
翔
威
・
松

井
翔
太
・
荒
井
俊
行
・
渡
邊
圭
一
・
中

本
美
香
・
髙
橋
将
・
吉
田
次
朗
・
柳
沢

秀
策
・
平
田
吉
男
・
小
林
千
里
・
家
光

寿
美
・
伊
藤
円
・
青
木
孝
夫
【
警
視
庁
】

中
武
雅
幸
・
奥
雄
斗
・
栗
本
祥
希
・
桐

澤
か
れ
ん
・
田
ノ
上
さ
お
り
【
皇
宮
】

小
林
勇
輝
【
消
防
庁
】
赤
坂
雪
乃
【
交

通
局
】
浅
見
拓
也
【
学
連
剣
】
坂
本
光

樹
・
井
上
雄
貴
・
青
森
裕
一
【
高
体
連
】

蛯
原
利
騎

四
段
合
格
者

【
千
代
田
】
谷
省
吾
【
江
東
】
尾
辻
江

里
・
橋
田
直
隆
【
葛
飾
】
安
川
奈
緒
美

【
江
戸
川
】
佐
藤
浩
光
【
足
立
】
福
地

紗
希
・
高
木
寿
茂
・
安
西
哲
也
【
新
宿
】

江
口
優
花
・
熊
倉
淳
【
中
野
】
見
市
鈴
・

江
原
孝
志
【
杉
並
】
藤
本
陸
人
【
渋
谷
】

幸
路
剛
志
・
大
歳
は
る
か
・
牛
山
敏
文

【
世
田
谷
】
大
喜
多
ひ
な
た
【
港
】
武

捨
俊
輔
・
本
田
倭
子
・
都
祭
凜
【
大
田
】

A
lekseyEvdokim

ov

・
ゲ
ル
テ
ィ
ン

ガ
ー
剛
【
豊
島
】
鈴
木
英
貴
【
練
馬
】

林
武
・
川
端
琳
晴
・
伊
勢
夏
葵
【
西
東

京
】
飯
塚
美
咲
・
佐
藤
太
一
・
楠
木
ま

な
か
・
吉
成
俊
佑
・
竹
渕
絵
里
子
・
山

岸
丈
矩
・
大
平
義
隆
・
井
澤
喬
志
・
村

友
大
祐
・
富
田
恭
介
・
岩
本
和
良
・
團

野
誠
・
三
田
村
博
・
高
野
拓
也
・
大
澤

由
香
里
【
警
視
庁
】
田
村
雄
大
・
山
口

康
太
【
法
務
】
江
口
琉
花
【
自
衛
隊
】

中
原
瑠
美
・
古
市
晴
大
・
影
山
一
誠
・

近
藤
淳
也
・

田
浩
尉
・
外
山
義
孝
・

和
田
毅
【
学
連
剣
】
吉
田
桃
子
【
学
生

ク
】
森
下
晋
・
田
村
進
賢
・
石
橋
蓮
・

松
田
侑
也
・
櫻
井
美
姫
・
小
林
佑
太
朗
・

木
戸
田
大
翔
・
石
﨑
璃
華
・
熊
澤
瑛
太
・

國
廣
敏
斗
・
武
田
七
鶴
・
湯
原
虎
徹
・

今
野
友
愛
・
溝
呂
木
瑠
太
朗

｢
も
う
一
息
の
受
審
者｣

五
　
段

241 16
18
29
43
55
80
82
88
89
112
119
132
156
206
231

	

四
　
段

132 25
141 71
148 83
213 87
224 91
249 92

96
108
111
116
117
120
127
128
129

	

誤：【警視庁】小林大輝

正：【法務】小林大輝

97号 P.18、の「称号・六段以上合格者」欄で、小林大輝様の所属団体に誤りがありました。「警視庁」と記載

しておりましたが、正しくは「法務」です。お詫びして訂正いたします。申し訳ありませんでした。



１
．
は
じ
め
に

今
や
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
人
が
長
生
き
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
怪
我
や
病
気
に
あ
う
機
会
が
増
え
る
の
は
道
理
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
。
怪
我
や
病
気
な
ど
の
直
接
の
原
因
を
扱
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
（
主
治
医
）

の
お
話
し
は
ど
な
た
で
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、「
あ
な
た
は
全
身
麻
酔

で
の
手
術
が
必
要
で
す
。」
と
言
わ
れ
ま
す
と
、
多
く
の
人
は
「
あ
れ
、
ま
ぁ
。」

と
な
る
み
た
い
で
す
。「
麻
酔
」
っ
て
漠
然
と
は
知
っ
て
い
て
も
正
確
な
と
こ

ろ
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
こ
で
現
代
の
麻
酔
の
あ
り
方

に
関
し
て
ご
理
解
を
頂
け
れ
ば
と
不
肖
の
麻
酔
科
医
か
ら
３
回
に
分
け
て
お
話

し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

２
．
麻
酔
と
い
う
言
葉
の
成
り
立
ち

み
な
さ
ん
は
麻
酔
と
い
う
言
葉
の
成
り
立
ち
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
じ
つ

は
江
戸
時
代
後
期
に
英
語
の
「anesthesia

」
の
訳
語
と
し
て
杉
田
成
卿
（
せ

い
け
い
）
と
い
う
蘭
学
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
言
葉
な
の
で
す
。「
麻
」
は
「
し

び
れ
る
=
感
覚
を
鈍
く
す
る
」
こ
と
、「
酔
」
は
「
朦
朧
（
も
う
ろ
う
）
状
態

=
意
識
を
失
く
す
」こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て「
麻
酔
」

と
な
り
、
知
覚
を
鈍
化
す
る
こ
と
で
痛
み
を
和
ら
げ
、
そ
れ
に
加
え
て
患
者
さ

ん
の
意
識
を
低
下
さ
せ
て
楽
に
す
る
こ
と
を
指
す
言
葉
と
な
っ
た
の
で
す
。

麻
酔
の
お
話
し
（
１
）

荻
原
荻
原  

幸
彦
幸
彦

３
．
麻
酔
と
い
う
言
葉
の
使
い
方

こ
の
よ
う
に
麻
酔
と
い
う
言
葉
に
は
２
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
一
般
的
に「
痛
み
を
な
く
す
」場
合
は「
麻
酔
を
す
る（
打
つ
）」、「
意

識
を
な
く
す
」
場
合
は
「
麻
酔
を
か
け
る
」
と
い
う
よ
う
に
別
々
な
表
現
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。「
打
つ
」
は
子
供
達
で
も
知
っ
て
い
る
局
所
麻
酔
を
注
射
し

て
痛
み
を
と
る
こ
と
に
由
来
し
、「
か
け
る
」
と
い
う
表
現
は
積
極
的
に
意
識

を
と
る
手
段
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
、
気
化
し
た
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
ア
ル
コ
ー

ル
の
一
種
）
を
吸
入
さ
せ
る
方
法
か
ら
確
立
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
医
学

的
な
言
い
方
を
す
る
と
前
者
は
「
鎮
痛
」
で
、後
者
は
「
鎮
静
」
と
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
こ
の
２
つ
の
性
質
を
麻
酔
と
い
う
一
語
で
補
っ
て
い
る
の
で
混

乱
を
招
い
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ま
で
読
み
進
ま
れ
た

皆
さ
ん
は
も
う
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。

４
．
い
よ
い
よ
全
身
麻
酔
で
す
が
…

身
体
が
い
ろ
い
ろ
な
刺
激
を
受
け
て
も
寝
た
状
態
に
あ
れ
ば
「
全
身
麻
酔
」

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
や
す
い
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
胃
や
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
に
代
表
さ
れ
る
比
較
的
強
め
の
刺
激
を
伴

う
よ
う
な
検
査
で
は
「
つ
ら
い
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
麻
酔
を
か
け
ま

し
ょ
う
ね
。」
と
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
も
う
お
分
か
り
で

す
ね
、
こ
の
場
合
で
の
麻
酔
は
鎮
静
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
鎮
静

と
全
身
麻
酔
は
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
く
異
な
る
の
は
鎮
静
で
は

患
者
さ
ん
の
呼
吸
は
止
め
ま
せ
ん
が
、
全
身
麻
酔
で
は
筋
弛
緩
薬
と
い
う
筋
肉

の
収
縮
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
薬
を
使
用
し
て
呼
吸
運
動
を
止
め
ま
す
。
な

ぜ
わ
ざ
わ
ざ
呼
吸
を
止
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
手
術
の
最
中
に
患
者
さ

ん
が
動
い
て
い
て
は
う
ま
く
手
術
が
で
き
ま
せ
ん
ね
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
他
の
臓

器
や
血
管
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由

で
全
身
麻
酔
で
は
人
工
呼
吸
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

５
．
全
身
麻
酔
の
要
素

さ
て
、
患
者
さ
ん
の
自
発
的
な
動
き
を
止
め
る
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。
医

学
の
世
界
で
は
全
身
麻
酔
の
三
要
素
と
し
て
１
.「
鎮
静
」、２
.「
鎮
痛
」、３
.「
筋

弛
緩
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
、
こ
こ
で
は
鎮
静
が

第
一
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
鎮
痛
を
先
に
挙
げ
た
の
は
、
身
近
な
事
柄
を
先

に
お
話
し
し
た
ほ
う
が
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
や
す
い
の
で
は
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
こ
の
効
果
は
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
現
在
で
は
４
.「
有
害
反
射
の

抑
制
」
と
い
う
も
の
が
加
え
ら
れ
て
四
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
サ

イ
ド
か
ら
平
た
く
言
え
ば
「
意
識
な
く
、
痛
く
な
く
、
動
く
こ
と
な
く
、
よ
り

安
全
に
」
手
術
を
受
け
る
状
態
に
な
っ
た
、
こ
れ
が
全
身
麻
酔
な
の
で
す
。

︿
ち
ょ
っ
と
一
息
:
世
界
で
初
め
て
の
全
身
麻
酔
は
？
﹀

世
界
初
の
全
身
麻
酔
に
よ
る
手
術
は
１
８
４
６
年
ア
メ
リ
カ
で
ウ
イ
リ
ア

ム
・
モ
ー
ト
ン
が
エ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
の
手
術
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
40
年
も
前
の
１
８
０
４
年
10
月
13
日
、
今
の
和
歌
山
県
で

日
本
人
の
華
岡
青
洲
が
「
通
仙
散
（
つ
う
せ
ん
さ
ん
）」
別
名
「
麻
沸
散
（
ま

ふ
つ
さ
ん
）」
と
い
う
麻
酔
薬
を
使
っ
て
全
身
麻
酔
下
に
乳
が
ん
摘
出
手
術
に

成
功
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
緯
は
有
吉
佐
和
子
著
「
華

岡
青
洲
の
妻
」
の
題
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
公
益
社
団
法
人
日

本
麻
酔
科
学
会
で
は
10
月
13
日
を
「
麻
酔
の
日
」
と
制
定
し
て
お
り
、
世
界
初

の
全
身
麻
酔
下
手
術
は
日
本
で
行
わ
れ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
全
身
麻
酔
の
概
略
を
少
し
遠
回
り
し
て
お
話
し
し
ま
し
た
、
い
く
ら

か
は
お
役
に
立
ち
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
麻
酔
の
区
分
け
と
麻
酔
科
医

の
業
務
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
予
定
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
氏
　
　
名
　
　
お
ぎ
は
ら
　
ゆ
き
ひ
こ

　
年
　
　
齢
　
　
68
歳

　
出
身
地
　
　
神
奈
川
県
横
浜
市

　
出
身
学
校
　
　
東
京
医
科
大
学

　
経
　
　
歴
　
　
東
京
医
科
大
学
卒
業
後
同
大
学
大
学
院
（
麻
酔
学
）
に
入
学
、
そ
の

後
東
京
医
科
大
学
病
院
麻
酔
科
医
局
長
等
を
経
て
東
京
医
科
大
学
麻

酔
科
学
分
野
（
名
称
変
更
）
臨
床
教
授
、
定
年
退
官
後
東
京
医
科
大

学
特
任
教
授
、
本
年
度
よ
り
八
王
子
消
化
器
病
院
麻
酔
科
顧
問
。
医

学
博
士
、
日
本
専
門
医
機
構
麻
酔
科
専
門
医
、
公
益
社
団
法
人
日
本

麻
酔
科
学
会
認
定
麻
酔
科
指
導
医

　
剣
　
　
道
　
　
錬
士
七
段
　
東
京
都
剣
道
連
盟
医
学
委
員
会
委
員
長

　
座
右
の
銘
　
　「
以
心
打
心
」
故
・
大
祢
一
郎
先
生
（
医
師
、剣
道
・
居
合
道
範
士
八
段
）

よ
り
頂
い
た
色
紙
の
言
葉
で
す
。「
剣
の
道
は
心
を
も
っ
て
心
を
打

つ
こ
と
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
己
流
に
「
何
事
も
心
を
用
い
て

行
わ
ね
ば
相
手
の
心
に
響
か
な
い
（
理
解
さ
れ
な
い
）」
と
意
訳
し

て
か
ら
座
右
と
し
、
自
戒
反
省
の
礎
と
し
て
い
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

今
や
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
人
が
長
生
き
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
怪
我
や
病
気
に
あ
う
機
会
が
増
え
る
の
は
道
理
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
。
怪
我
や
病
気
な
ど
の
直
接
の
原
因
を
扱
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
（
主
治
医
）

の
お
話
し
は
ど
な
た
で
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、「
あ
な
た
は
全
身
麻
酔

で
の
手
術
が
必
要
で
す
。」
と
言
わ
れ
ま
す
と
、
多
く
の
人
は
「
あ
れ
、
ま
ぁ
。」

と
な
る
み
た
い
で
す
。「
麻
酔
」
っ
て
漠
然
と
は
知
っ
て
い
て
も
正
確
な
と
こ

ろ
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
こ
で
現
代
の
麻
酔
の
あ
り
方

に
関
し
て
ご
理
解
を
頂
け
れ
ば
と
不
肖
の
麻
酔
科
医
か
ら
３
回
に
分
け
て
お
話

し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

２
．
麻
酔
と
い
う
言
葉
の
成
り
立
ち

み
な
さ
ん
は
麻
酔
と
い
う
言
葉
の
成
り
立
ち
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
じ
つ

は
江
戸
時
代
後
期
に
英
語
の
「anesthesia

」
の
訳
語
と
し
て
杉
田
成
卿
（
せ

い
け
い
）
と
い
う
蘭
学
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
言
葉
な
の
で
す
。「
麻
」
は
「
し

び
れ
る
=
感
覚
を
鈍
く
す
る
」
こ
と
、「
酔
」
は
「
朦
朧
（
も
う
ろ
う
）
状
態

=
意
識
を
失
く
す
」こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て「
麻
酔
」

と
な
り
、
知
覚
を
鈍
化
す
る
こ
と
で
痛
み
を
和
ら
げ
、
そ
れ
に
加
え
て
患
者
さ

ん
の
意
識
を
低
下
さ
せ
て
楽
に
す
る
こ
と
を
指
す
言
葉
と
な
っ
た
の
で
す
。

麻
酔
の
お
話
し
（
１
）

荻
原
荻
原  

幸
彦
幸
彦

３
．
麻
酔
と
い
う
言
葉
の
使
い
方

こ
の
よ
う
に
麻
酔
と
い
う
言
葉
に
は
２
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
一
般
的
に「
痛
み
を
な
く
す
」場
合
は「
麻
酔
を
す
る（
打
つ
）」、「
意

識
を
な
く
す
」
場
合
は
「
麻
酔
を
か
け
る
」
と
い
う
よ
う
に
別
々
な
表
現
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。「
打
つ
」
は
子
供
達
で
も
知
っ
て
い
る
局
所
麻
酔
を
注
射
し

て
痛
み
を
と
る
こ
と
に
由
来
し
、「
か
け
る
」
と
い
う
表
現
は
積
極
的
に
意
識

を
と
る
手
段
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
、
気
化
し
た
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
ア
ル
コ
ー

ル
の
一
種
）
を
吸
入
さ
せ
る
方
法
か
ら
確
立
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
医
学

的
な
言
い
方
を
す
る
と
前
者
は
「
鎮
痛
」
で
、後
者
は
「
鎮
静
」
と
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
こ
の
２
つ
の
性
質
を
麻
酔
と
い
う
一
語
で
補
っ
て
い
る
の
で
混

乱
を
招
い
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ま
で
読
み
進
ま
れ
た

皆
さ
ん
は
も
う
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。

４
．
い
よ
い
よ
全
身
麻
酔
で
す
が
…

身
体
が
い
ろ
い
ろ
な
刺
激
を
受
け
て
も
寝
た
状
態
に
あ
れ
ば
「
全
身
麻
酔
」

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
や
す
い
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
胃
や
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
に
代
表
さ
れ
る
比
較
的
強
め
の
刺
激
を
伴

う
よ
う
な
検
査
で
は
「
つ
ら
い
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
麻
酔
を
か
け
ま

し
ょ
う
ね
。」
と
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
も
う
お
分
か
り
で

す
ね
、
こ
の
場
合
で
の
麻
酔
は
鎮
静
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
鎮
静

と
全
身
麻
酔
は
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
く
異
な
る
の
は
鎮
静
で
は

患
者
さ
ん
の
呼
吸
は
止
め
ま
せ
ん
が
、
全
身
麻
酔
で
は
筋
弛
緩
薬
と
い
う
筋
肉

の
収
縮
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
薬
を
使
用
し
て
呼
吸
運
動
を
止
め
ま
す
。
な

ぜ
わ
ざ
わ
ざ
呼
吸
を
止
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
手
術
の
最
中
に
患
者
さ

ん
が
動
い
て
い
て
は
う
ま
く
手
術
が
で
き
ま
せ
ん
ね
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
他
の
臓

器
や
血
管
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由

で
全
身
麻
酔
で
は
人
工
呼
吸
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

５
．
全
身
麻
酔
の
要
素

さ
て
、
患
者
さ
ん
の
自
発
的
な
動
き
を
止
め
る
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。
医

学
の
世
界
で
は
全
身
麻
酔
の
三
要
素
と
し
て
１
.「
鎮
静
」、２
.「
鎮
痛
」、３
.「
筋

弛
緩
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
、
こ
こ
で
は
鎮
静
が

第
一
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
鎮
痛
を
先
に
挙
げ
た
の
は
、
身
近
な
事
柄
を
先

に
お
話
し
し
た
ほ
う
が
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
や
す
い
の
で
は
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
こ
の
効
果
は
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
現
在
で
は
４
.「
有
害
反
射
の

抑
制
」
と
い
う
も
の
が
加
え
ら
れ
て
四
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
サ

イ
ド
か
ら
平
た
く
言
え
ば
「
意
識
な
く
、
痛
く
な
く
、
動
く
こ
と
な
く
、
よ
り

安
全
に
」
手
術
を
受
け
る
状
態
に
な
っ
た
、
こ
れ
が
全
身
麻
酔
な
の
で
す
。

︿
ち
ょ
っ
と
一
息
:
世
界
で
初
め
て
の
全
身
麻
酔
は
？
﹀

世
界
初
の
全
身
麻
酔
に
よ
る
手
術
は
１
８
４
６
年
ア
メ
リ
カ
で
ウ
イ
リ
ア

ム
・
モ
ー
ト
ン
が
エ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
の
手
術
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
40
年
も
前
の
１
８
０
４
年
10
月
13
日
、
今
の
和
歌
山
県
で

日
本
人
の
華
岡
青
洲
が
「
通
仙
散
（
つ
う
せ
ん
さ
ん
）」
別
名
「
麻
沸
散
（
ま

ふ
つ
さ
ん
）」
と
い
う
麻
酔
薬
を
使
っ
て
全
身
麻
酔
下
に
乳
が
ん
摘
出
手
術
に

成
功
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
緯
は
有
吉
佐
和
子
著
「
華

岡
青
洲
の
妻
」
の
題
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
公
益
社
団
法
人
日

本
麻
酔
科
学
会
で
は
10
月
13
日
を
「
麻
酔
の
日
」
と
制
定
し
て
お
り
、
世
界
初

の
全
身
麻
酔
下
手
術
は
日
本
で
行
わ
れ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
全
身
麻
酔
の
概
略
を
少
し
遠
回
り
し
て
お
話
し
し
ま
し
た
、
い
く
ら

か
は
お
役
に
立
ち
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
麻
酔
の
区
分
け
と
麻
酔
科
医

の
業
務
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
予
定
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
氏
　
　
名
　
　
お
ぎ
は
ら
　
ゆ
き
ひ
こ

　
年
　
　
齢
　
　
68
歳

　
出
身
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神
奈
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横
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市

　
出
身
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京
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科
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学
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京
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科
大
学
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（
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酔
学
）
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学
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後
東
京
医
科
大
学
病
院
麻
酔
科
医
局
長
等
を
経
て
東
京
医
科
大
学
麻

酔
科
学
分
野
（
名
称
変
更
）
臨
床
教
授
、
定
年
退
官
後
東
京
医
科
大

学
特
任
教
授
、
本
年
度
よ
り
八
王
子
消
化
器
病
院
麻
酔
科
顧
問
。
医

学
博
士
、
日
本
専
門
医
機
構
麻
酔
科
専
門
医
、
公
益
社
団
法
人
日
本

麻
酔
科
学
会
認
定
麻
酔
科
指
導
医

　
剣
　
　
道
　
　
錬
士
七
段
　
東
京
都
剣
道
連
盟
医
学
委
員
会
委
員
長

　
座
右
の
銘
　
　「
以
心
打
心
」
故
・
大
祢
一
郎
先
生
（
医
師
、剣
道
・
居
合
道
範
士
八
段
）

よ
り
頂
い
た
色
紙
の
言
葉
で
す
。「
剣
の
道
は
心
を
も
っ
て
心
を
打

つ
こ
と
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
己
流
に
「
何
事
も
心
を
用
い
て

行
わ
ね
ば
相
手
の
心
に
響
か
な
い
（
理
解
さ
れ
な
い
）」
と
意
訳
し

て
か
ら
座
右
と
し
、
自
戒
反
省
の
礎
と
し
て
い
ま
す
。
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居
合
道
部
会
活
動
報
告

居
合
道
部
会
活
動
報
告

　
　
居
合
道
部
会
　
　
　
　

会
長
　
伊
藤
　
繁
男

　
令
和
6
年
度
下
半
期
（
10
月
~
3

月
）
の
事
業
実
施
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
り
、
前
号
と
併
せ
て
、
居

合
道
部
会
1
年
間
の
活
動
報
告
と
し

ま
す
。

１
,
居
合
道
部
会
の
事
業

＊
第
2
回
六
・
七
段
受
審
者
講
習

会
（
東
京
武
道
館
・
10
月
）

＊
第
2
回
級
位
審
査
会
（
東
京
武

道
館
・
11
月
）

＊
第
1
回
八
段
受
審
者
講
習
会

（
東
京
武
道
館
・
11
月
）

＊
古
流
研
修
会
（
京
王
ア
リ
ー
ナ

T
O
K
Y
O

・
12
月
）

＊
第
2
回
実
技
講
習
会
（
エ
ス

フ
ォ
ル
タ
ア
リ
ー
ナ
八
王
子
・

1
月
）

＊
第
3
回
六
・
七
段
受
審
者
講
習

会
（
北
区
滝
野
川
体
育
館
・
1

月
）

＊
第
2
回
登
録
審
査
員
研
修
会

（
北
区
滝
野
川
体
育
館
・
1
月
）

＊
第
2
回
指
導
者
講
習
会
（
北
区

滝
野
川
体
育
館
・
1
月
）

＊
二
段
・
三
段
・
四
段
・
五
段
受

審
者
講
習
会
（
東
京
武
道
館
・

3
月
）

＊
第
2
回
八
段
受
審
者
講
習
会

（
東
京
武
道
館
・
3
月
）

＊
第
2
回
三
段
以
下
審
査
会
（
東

京
武
道
館
・
3
月
）

＊
地
区
単
位
で
開
催
さ
れ
る
講
習

会
へ
の
講
師
派
遣

２
,
東
京
武
道
館
（
ス
マ
イ
ル
ス

ポ
ー
ツ
）
へ
の
協
力
事
業

＊
広
域
合
同
稽
古
会
へ
の
講
師
派

遣
（
10
月
~
3
月
）

＊
居
合
道
錬
成
講
習
会
（
3
月
）

３
,
東
京
都
剣
道
連
盟
主
催
・
居
合

道
部
会
主
管
の
事
業

＊
第
28
回
関
東
甲
信
越
居
合
道
大

会
（
東
京
武
道
館
・
1
月
）

＊
第
2
回
四
・
五
段
審
査
会
（
東

京
武
道
館
・
3
月
）

４
,
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
行
事

＊
第
59
回
全
日
本
居
合
道
大
会

（
東
京
武
道
館
・
10
月
）

＊
六
・
七
段
審
査
会
（
江
戸
川
区

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
11
月
）

　
　
＊
八
段
審
査
会
（
江
戸
川
区

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
12
月
）

＊
六
・
七
段
審
査
会
（
京
都
市
武

道
セ
ン
タ
ー
・
3
月
）

５
,
他
県
開
催
大
会
へ
の
参
加

＊
第
49
回
全
国
各
流
居
合
道
北
九

州
大
会
（
福
岡
県
・
3
月
）

＊
第
5
回
段
位
無
差
別
居
合
道
大

会
（
福
島
県
・
3
月
）

　
居
合
道
部
会
が
一
般
財
団
法
人
と

し
て
再
出
発
を
し
て
6
年
間
、
様
々

な
行
事
の
見
直
し
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
も
令
和
６
年
度
の
実
施

内
容
を
糧
と
し
て
、
会
員
に
と
り
、

よ
り
内
容
の
あ
る
事
業
を
目
指
し
ま

す
。

第第
121121
回
京
都
大
会
で
の
杖
道
演
武

回
京
都
大
会
で
の
杖
道
演
武

杖
道
部
会
　
　
　
　
　
　

会
長
　
小
林
　
正
明

　
全
日
本
剣
道
演
武
大
会
（
京
都
大

会
）
は
、
武
道
を
志
す
者
に
と
っ
て

は
、
修
練
の
成
果
を
披
露
す
る
晴
れ

舞
台
で
あ
り
、ま
た
全
国
の
諸
先
輩
、

同
好
の
士
と
の
貴
重
な
交
流
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
剣
道
を
筆

頭
に
、
杖
道
、
居
合
道
、
薙
刀
、
各

種
形
を
含
め
て
総
勢
３
８
５
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
令
和
2
年
、
3
年

と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
開
催
中
止
、
4

年
、
5
年
は
観
戦
者
の
制
限
と
苦
難

が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
通
常

に
復
し
、
観
戦
制
限
を
契
機
に
全
演

武
のY

ouT
ube

配
信
が
開
始
さ
れ

て
、
全
国
さ
ら
に
世
界
中
か
ら
画
面

を
通
じ
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
長
い
歴
史
と
高
い
格
式
を
維
持

し
つ
つ
、
常
に
新
た
な
進
化
も
遂
げ

て
い
る
こ
と
、
主
催
の
全
日
本
剣
道

連
盟
、
主
管
の
京
都
府
剣
道
連
盟
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
初
日
の
5
月
2
日
に
各
種
形
、
薙

刀
、
杖
道
、
つ
い
で
居
合
道
の
演
武

が
行
わ
れ
る
の
が
恒
例
で
、
皐
月
の

薫
風
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
今
年
は
2
日
午
前
中
、

篠
突
く
雨
に
新
緑
が
洗
わ
れ
る
中
で

の
演
武
と
な
り
、
か
え
っ
て
集
中
力

と
静
謐
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
お
け
る
杖
道
演
武
の
楽

し
み
の
一
つ
は
、
全
国
を
代
表
す
る

指
導
者
の
方
々
が
、
時
に
都
道
府
県

剣
連
の
枠
を
越
え
、
地
域
を
越
え
た

仕
打
（
杖
と
太
刀
）
の
組
合
せ
で
演

武
さ
れ
る
こ
と
で
、
注
目
を
集
め
ま

す
。
ま
た
、
ご
夫
婦
が
杖
、
太
刀
の

組
合
せ
で
演
武
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し

く
な
く
、
男
女
が
同
じ
土
俵
で
演
武

を
競
い
合
う
杖
道
な
ら
で
は
の
光
景

で
す
。

　
他
の
武
道
の
方
々
と
も
交
流
し
つ

つ
、
優
れ
た
特
性
、
特
徴
を
持
つ
杖

道
の
一
層
の
普
及
、
発
展
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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居
合
道
部
会
活
動
報
告

居
合
道
部
会
活
動
報
告

　
　 

居
合
道
部
会
　
　
　
　

会
長
　
伊
藤
　
繁
男

　
令
和
6
年
度
下
半
期
（
10
月
~
3

月
）
の
事
業
実
施
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
り
、
前
号
と
併
せ
て
、
居

合
道
部
会
1
年
間
の
活
動
報
告
と
し

ま
す
。

１
,
居
合
道
部
会
の
事
業

＊
第
2
回
六
・
七
段
受
審
者
講
習

会
（
東
京
武
道
館
・
10
月
）

＊
第
2
回
級
位
審
査
会
（
東
京
武

道
館
・
11
月
）

＊
第
1
回
八
段
受
審
者
講
習
会

（
東
京
武
道
館
・
11
月
）

＊
古
流
研
修
会
（
京
王
ア
リ
ー
ナ

T
O
K
Y
O

・
12
月
）

＊
第
2
回
実
技
講
習
会
（
エ
ス

フ
ォ
ル
タ
ア
リ
ー
ナ
八
王
子
・

1
月
）

＊
第
3
回
六
・
七
段
受
審
者
講
習

会
（
北
区
滝
野
川
体
育
館
・
1

月
）

＊
第
2
回
登
録
審
査
員
研
修
会

（
北
区
滝
野
川
体
育
館
・
1
月
）

＊
第
2
回
指
導
者
講
習
会
（
北
区

滝
野
川
体
育
館
・
1
月
）

＊
二
段
・
三
段
・
四
段
・
五
段
受

審
者
講
習
会
（
東
京
武
道
館
・

3
月
）

＊
第
2
回
八
段
受
審
者
講
習
会

（
東
京
武
道
館
・
3
月
）

＊
第
2
回
三
段
以
下
審
査
会
（
東

京
武
道
館
・
3
月
）

＊
地
区
単
位
で
開
催
さ
れ
る
講
習

会
へ
の
講
師
派
遣

２
,
東
京
武
道
館
（
ス
マ
イ
ル
ス

ポ
ー
ツ
）
へ
の
協
力
事
業

＊
広
域
合
同
稽
古
会
へ
の
講
師
派

遣
（
10
月
~
3
月
）

＊
居
合
道
錬
成
講
習
会
（
3
月
）

３
,
東
京
都
剣
道
連
盟
主
催
・
居
合

道
部
会
主
管
の
事
業

＊
第
28
回
関
東
甲
信
越
居
合
道
大

会
（
東
京
武
道
館
・
1
月
）

＊
第
2
回
四
・
五
段
審
査
会
（
東

京
武
道
館
・
3
月
）

４
,
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
行
事

＊
第
59
回
全
日
本
居
合
道
大
会

（
東
京
武
道
館
・
10
月
）

＊
六
・
七
段
審
査
会
（
江
戸
川
区

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
11
月
）

　
　
＊
八
段
審
査
会
（
江
戸
川
区

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
12
月
）

＊
六
・
七
段
審
査
会
（
京
都
市
武

道
セ
ン
タ
ー
・
3
月
）

５
,
他
県
開
催
大
会
へ
の
参
加

＊
第
49
回
全
国
各
流
居
合
道
北
九

州
大
会
（
福
岡
県
・
3
月
）

＊
第
5
回
段
位
無
差
別
居
合
道
大

会
（
福
島
県
・
3
月
）

　
居
合
道
部
会
が
一
般
財
団
法
人
と

し
て
再
出
発
を
し
て
6
年
間
、
様
々

な
行
事
の
見
直
し
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
も
令
和
６
年
度
の
実
施

内
容
を
糧
と
し
て
、
会
員
に
と
り
、

よ
り
内
容
の
あ
る
事
業
を
目
指
し
ま

す
。

第第
121121
回
京
都
大
会
で
の
杖
道
演
武

回
京
都
大
会
で
の
杖
道
演
武

杖
道
部
会
　
　
　
　
　
　

会
長
　
小
林
　
正
明

　
全
日
本
剣
道
演
武
大
会
（
京
都
大

会
）
は
、
武
道
を
志
す
者
に
と
っ
て

は
、
修
練
の
成
果
を
披
露
す
る
晴
れ

舞
台
で
あ
り
、ま
た
全
国
の
諸
先
輩
、

同
好
の
士
と
の
貴
重
な
交
流
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
剣
道
を
筆

頭
に
、
杖
道
、
居
合
道
、
薙
刀
、
各

種
形
を
含
め
て
総
勢
３
８
５
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
令
和
2
年
、
3
年

と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
開
催
中
止
、
4

年
、
5
年
は
観
戦
者
の
制
限
と
苦
難

が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
通
常

に
復
し
、
観
戦
制
限
を
契
機
に
全
演

武
のY

ouT
ube

配
信
が
開
始
さ
れ

て
、
全
国
さ
ら
に
世
界
中
か
ら
画
面

を
通
じ
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
長
い
歴
史
と
高
い
格
式
を
維
持

し
つ
つ
、
常
に
新
た
な
進
化
も
遂
げ

て
い
る
こ
と
、
主
催
の
全
日
本
剣
道

連
盟
、
主
管
の
京
都
府
剣
道
連
盟
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
初
日
の
5
月
2
日
に
各
種
形
、
薙

刀
、
杖
道
、
つ
い
で
居
合
道
の
演
武

が
行
わ
れ
る
の
が
恒
例
で
、
皐
月
の

薫
風
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
今
年
は
2
日
午
前
中
、

篠
突
く
雨
に
新
緑
が
洗
わ
れ
る
中
で

の
演
武
と
な
り
、
か
え
っ
て
集
中
力

と
静
謐
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
お
け
る
杖
道
演
武
の
楽

し
み
の
一
つ
は
、
全
国
を
代
表
す
る

指
導
者
の
方
々
が
、
時
に
都
道
府
県

剣
連
の
枠
を
越
え
、
地
域
を
越
え
た

仕
打
（
杖
と
太
刀
）
の
組
合
せ
で
演

武
さ
れ
る
こ
と
で
、
注
目
を
集
め
ま

す
。
ま
た
、
ご
夫
婦
が
杖
、
太
刀
の

組
合
せ
で
演
武
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し

く
な
く
、
男
女
が
同
じ
土
俵
で
演
武

を
競
い
合
う
杖
道
な
ら
で
は
の
光
景

で
す
。

　
他
の
武
道
の
方
々
と
も
交
流
し
つ

つ
、
優
れ
た
特
性
、
特
徴
を
持
つ
杖

道
の
一
層
の
普
及
、
発
展
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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支

部

活

動

報

告

支

部

活

動

報

告

来
年
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
す

　
台
東
区
剣
道
連
盟
　
　

　
理
事
長
　
倉
澤
　
正

　
台
東
区
剣
道
連
盟
は
昭
和
21
年
、

ま
だ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
統
制
厳
し
い
中
、
先

輩
諸
先
生
方
の
尽
力
に
よ
り
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
様
々
な
困
難
も
あ
り
ま

し
た
が
来
年
80
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
東
京
都
剣

道
連
盟
を
は
じ
め
、
各
連
盟
の
剣
友

の
皆
様
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
連
盟
の
目
標
は
剣

道
を
通
じ
て
地
域
の
青
少
年
の
育
成

と
、
美
し
い
日
本
の
精
神
文
化
の
継

承
で
す
。
現
在
18
支
部
、
約
４
３
０

名
の
会
員
は
そ
れ
を
胸
に
剣
道
の
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
青
少
年
の
育
成
が
大
き
な

目
標
の
一
つ
で
す
が
、
少
子
化
や
他

の
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、剣
道
を
習
う
地
域
の
小
、

中
学
生
の
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら
東
京
都
の
「
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
地
域
推
進
事
業
」
を
活
用
し

て
、小
、中
学
生
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
育
成
講
習
会
と
指
導
者
の
審
判

講
習
会
を
行
い
剣
道
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
の
剣
道
人

口
を
増
や
す
と
い
う
意
味
で
は
あ
ま

り
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
剣

道
界
全
体
の
悩
み
だ
と
思
い
ま
す
の

で
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
昨
今
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
の
パ
ワ

ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
が
問
題
視
さ
れ
て

お
り
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵

守
」
と
い
う
こ
と
を
盛
ん
に
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
連
盟
で

も
全
剣
連
か
ら
の
倫
理
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
研
修
会
を

行
っ
た
り
、
団
体
と
し
て
規
約
等
で

体
制
作
り
が
で
き
て
い
る
か
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
益
々
多

様
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
周
囲
の

厳
し
い
目
に
応
え
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

連
盟
の
現
状
:
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

毎
週
金
曜
日
連
盟
会
員
稽
古
会

（
第
2
金
曜
女
子
稽
古
会
）
午
後

6
時
半
~

毎
週
火
曜
日
区
の
開
放
日
:
誰
で

も
参
加
で
き
る
　
午
後
6
時
半
~

台
東
区
剣
道
連
盟
剣
道
大
会
　
6

月
　
初
心
者
の
子
供
た
ち
の
演
武

も
あ
り

墨
田
区
連
盟
と
の
交
流
大
会
（
姉

妹
区
大
会
）
7
月

区
民
体
育
祭
剣
道
大
会
　
10
月
　

初
心
者
の
子
供
た
ち
の
演
武
も
あ

り高
段
者
・
高
齢
者
大
会
（
倉
澤
杯
）

1
月

ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
年
2
回
:
小
、

中
学
生
の
剣
道
講
習
と
指
導
員
の

審
判
講
習

級
審
査
会
1
回
、
三
段
以
下
審
査

会
年
2
回

北
区
剣
道
連
盟
の
取
り
組
み

北
区
剣
道
連
盟
　
　
　
　

理
事
長
　
賀
集
　
映
二

　
当
北
区
剣
道
連
盟
は
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
年
）
5
月
に
創
立
し
、

今
年
で
73
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
剣
道
・
居
合
道
・
杖
道
の
三
道

を
当
連
盟
の
な
か
で
統
括
し
、
活
動

第2回倉澤CAP剣道大会
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さ
て
、
昨
今
は
皆
様
も
ご
存
知
の

通
り
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
ま
す

が
、
三
道
の
人
口
の
減
少
傾
向
が
顕

著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
技
術
の
向

上
や
試
合
で
の
成
績
も
大
切
な
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
裾
野
を
広
げ
、
よ

り
良
い
も
の
を
次
世
代
に
残
し
、
伝

え
て
い
く
事
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
連
盟
は
青
少
年
の
た
め
、
基
本

を
重
視
し
た
定
期
稽
古
会
や
強
化
稽

古
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に

在
学
先
の
区
内
中
学
校
の
剣
道
部
が

廃
部
と
な
り
、「
剣
道
を
学
び
た
い

が
学
べ
る
環
境
が
な
い
」
と
の
多
数

の
生
徒
の
意
見
を
も
と
に
、「
北
区

剣
道
連
盟
中
学
校
剣
道
部
」
を
創
設

し
本
年
よ
り
活
動
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

　
当
連
盟
は
「
交
剣
知
愛
」
の
精
神

の
も
と
、
三
道
を
通
じ
た
人
間
形
成

を
目
的
と
し
、
長
年
地
域
に
根
付
い

た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
青
少

年
の
豊
か
な
育
成
に
貢
献
し
て
い
く

と
と
も
に
、
生
徒
、
学
校
、
地
域
社

会
、
行
政
の
か
け
橋
と
な
る
よ
う
一

層
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

東
京
学
連
剣
友
連
合
会
の
新
し
い
試
み

東
京
学
連
剣
友
連
合
会

　
理
事
長
　
藤
野
　
靖

　
暑
さ
が
強
ま
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
が
皆
様
の
熱
中
症
対
策
は
、
い
か

が
な
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
。
適
切
な
水
分
補
給
と
休
憩
が
一

番
の
効
果
あ
る
対
策
で
し
ょ
う
か
。

　
我
々
、東
京
学
連
剣
友
連
合
会
は
、

令
和
6
年
に
創
設
60
周
年
を
迎
え
、

そ
の
目
的
に
、「
剣
道
の
普
及
、
振

興
に
寄
与
す
る
と
共
に	

会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
学
生
剣
道
の
健
全

な
る
発
展
に
協
力
す
る
。」
と
掲
げ

て
お
り
、
令
和
7
年
3
月
末
時
点
で

し
て
お
り
ま
す
。剣
道
は
も
ち
ろ
ん
、

居
合
道
・
杖
道
の
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ

に
、人
間
形
成
・
技
術
の
向
上
・
試
合
・

昇
段
審
査
合
格
等
を
目
標
に
日
々
精

進
し
て
お
り
ま
す
。
剣
道
・
居
合
道
・

杖
道
は
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、

特
に
精
神
的
な
面
を
は
じ
め
、
礼
儀

作
法
、
美
し
い
所
作
な
ど
が
感
じ
ら

れ
、
見
る
者
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
区

内
の
試
合
、
連
盟
の
稽
古
会
、
遠
出

稽
古
会
、
各
種
講
習
会
、
北
区
剣
道

祭
、
剣
道
形
、
木
刀
に
よ
る
剣
道
基

本
技
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
救
急
救
命

講
習
会
等
、
様
々
な
行
事
も
盛
り
だ

く
さ
ん
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

小学生各団体稽古会

審判講習会

令和7年東京学連剣友連合会3月武者修行石巻会場
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全
国
86
大
学
、
２
２
５
名
が
登
録
会

員
と
し
て
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

　
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
と

し
て
、
定
例
稽
古
会
の
ほ
か
に
、
東

京
都
学
生
剣
道
ク
ラ
ブ
と
共
に
４
月

末
に
日
本
体
育
大
学
様
の
剣
道
場
を

お
借
り
し
て
の
剣
道
講
習
会
、
５
月

末
に
東
京
都
学
生
・
女
子
学
生
選
手

権
大
会
、
11
月
に
東
京
農
業
大
学
様

剣
道
場
を
お
借
り
し
て
の
三
段
以
下

審
査
会
を
共
催
し
て
お
り
ま
す
。
12

月
に
は
創
立
60
周
年
記
念
第
35
回
学

連
剣
友
剣
道
大
会
を
東
京
武
道
館
で

開
催
し
、外
国
大
学
チ
ー
ム
を
含
め
、

全
国
89
の
大
学
か
ら
約
１
１
３
０

名
、
23
歳
か
ら
80
歳
代
の
剣
士
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
3
月
の

武
者
修
行
で
は
、
剣
道
を
通
し
て
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
さ

れ
て
い
る
宮
城
県
剣
道
連
盟
、
石
巻

市
剣
道
連
盟
の
皆
様
に
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
稽
古
の
み
で
な
く
心
の
交

流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
大
学
授
業
で
剣
道
を
学
ぶ
学
生
向

け
に
一
級
審
査
会
を
年
間
3
回
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
東
京
都
剣
道
連
盟
の
各
種

行
事
に
参
加
協
力
す
る
、
国
際
交
流

事
業
を
実
施
す
る
、
と
い
う
内
容
を

事
業
概
要
ご
紹
介

東
京
都
高
体
連
剣
道
専
門
部

　
東
京
都
高
体
連
剣
道
専
門
部
は
東

京
都
高
体
連
の
規
約
に
基
づ
き
関
係

団
体
と
連
携
し
、
都
内
高
等
学
校
お

よ
び
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
に
お

け
る
剣
道
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
剣

道
の
指
導
者
講
習
会
や
剣
道
大
会
、

段
級
位
審
査
会
の
開
催
を
行
い
、
そ

の
他
関
係
団
体
と
の
連
絡
や
剣
道
に

関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
東
京
都
内
４
０
０
校
以

上
、
男
女
合
わ
せ
て
３
０
０
０
名
以

上
が
加
盟
登
録
し
、
各
種
剣
道
大
会

や
審
査
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
大
会
は
関
東
高
等
学
校
剣
道

大
会
や
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
、

全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
の
予

選
だ
け
で
な
く
秋
季
剣
道
大
会
や
支

部
ご
と
の
大
会
、
さ
ら
に
形
大
会
な

ど
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
段
級

位
審
査
会
は
年
間
３
回
予
定
さ
れ
、

そ
の
他
普
及
指
導
講
習
会
や
武
道
系

部
活
動
合
同
稽
古
会
（
※
）
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
各
行
事
に
多
く

の
生
徒
や
監
督
の
先
生
方
が
参
加
さ

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
7
年
4
月
に
6
年
ぶ
り
に
役

員
改
選
が
あ
り
、
全
日
本
実
業
団
剣

道
連
盟
理
事
長
の
田
口
昌
宏
が
会
長

と
な
り
、
従
来
の
学
生
剣
道
だ
け
で

な
く
実
業
団
剣
道
と
も
更
な
る
関
係

が
深
ま
る
こ
と
に
よ
り
、「
交
剣
知

愛
」
が
幅
広
く
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
田
口
新
会
長
の
下
、
新
し
い
動
き

と
し
て
、
①
各
事
業
を
「
委
員
会
」

と
名
称
変
更
し
、
副
会
長
を
基
軸
に

会
員
の
た
め
の
「
よ
り
細
か
い
委
員

会
活
動
の
実
現
」
を
目
指
し
ま
す
。

②
新
た
に
「
女
子
委
員
会
」
を
設
け
、

女
子
稽
古
会
や
女
子
会
員
の
増
加
、

女
子
学
生
と
の
交
流
を
一
層
促
進
し

ま
す
。
③
連
盟
の
役
員
で
あ
る
女
性

理
事
・
監
事
の
比
率
を
25
％
に
す
る

べ
く
、
女
性
役
員
を
従
来
の
1
名
か

ら
6
名
へ
大
幅
に
増
員
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
良
い
と
こ

ろ
を
伸
ば
し
、
時
代
に
合
わ
せ
た
考

え
の
下
、
益
々
充
実
し
た
剣
道
団
体

を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
あ

る
の
が
現
状
で
す
。

令和7年東京学連剣友連合会武者修行仙台会場
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国
大
会
等
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
東
京
都
高
体
連
剣
道
専
門

部
は
各
種
大
会
や
審
査
会
、
講
習
会

等
を
通
じ
て
高
校
生
に
お
け
る
剣
道

の
健
全
な
発
展
を
図
り
ま
す
。

※
剣
道
専
門
部
加
盟
校
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
形
式
の
錬
成
会
お
よ
び
初
心

者
講
習
会

支

部

活

動

報

告

支

部

活

動

報

告

れ
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校

剣
道
大
会
に
お
い
て
は
、
東
京
都
代

表
と
し
て
男
子
は
郁
文
館
高
等
学
校

が
ベ
ス
ト
８
、
女
子
の
淑
徳
巣
鴨
高

等
学
校
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
す
る
な
ど
、
全
国
大
会
で
も
素
晴

ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。
上

記
の
学
校
以
外
で
も
関
東
大
会
等
で

上
位
進
出
を
果
た
し
て
い
る
学
校
も

多
数
あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
多
く
の

学
校
が
東
京
都
で
切
磋
琢
磨
し
、
全

女子の部優勝　淑徳巣鴨高校

インハイ予選優勝（男子団体）

インハイ予選優勝（女子団体）
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